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３月６日には受領式を行い、市から感謝状を贈呈しました。

　国内最大級の望遠鏡を備え、多彩なイベントや工作
教室を開催するなど、生涯学習の場として多くの人が
訪れる市天文館。館内の展示機器２台をリニューアル
し、３月６日から利用を開始しました。

より魅力ある施設に

天文館展示機器
リニューアル
天文館展示機器
リニューアル

　　　　フィットネスバイクを利用した
　体験型の展示機器。ペダルをこぐと、宇宙
空間を旅するような映像世界を体験できます。
タッチパネルには宇宙飛行士に扮したまゆピー
が登場！
　天体について学
びながら、ゴール
を目指します。

スペースサイクリング星占いと星座の世界
　タッチパネルで誕生
日を入力すると、誕生星
座別の性格や相性、その
日の運勢などが占えます。
運勢は毎日変わるので、
どんな結果が出るかお楽
しみに！また、星座にま
つわる神話も分かりやす
く解説します。

結
果は印刷できる

よ！

48

企業版
ふるさと納税を活用

企業版
ふるさと納税を活用
　「星占いと星座の世界」の
整備には、本市で初めての企業
版ふるさと納税を活用。綾部に
ゆかりのある、神栄株式会社と
　神栄テクノロジー株式会社
　　 から寄付いただきま
　　　　した。

企業版
ふるさと納税
企業版

ふるさと納税
　内閣府の認定を受けた
地方創生プロジェクトに寄
 付した企業に対し、税額
　控除の特別措置がされ
　　るもの。

　　　ルートは
　 太陽系と天の川銀河、
　宇宙全体の３つから選べるよ。
さあ、まゆピーと一緒に宇宙へ
 冒険の旅に出掛けよう！

第749号第749号 33

市政運営方針 2
綾部中、八田中に給食室 4
平成30年度国保料 5
あやべ観光写真コンテスト 6

今月の
表紙

みんなで元気に
「はっけよい」
園関係者の紹介で平成25年から交流を続け
ている、春日野部屋の力士３人が来園。園
児や地域の人と、もちつきや相撲体験など
で触れ合いました。
２月28日、十倉名畑町の綾東こども園で―。

平成30（2018）年平成30（2018）年



3 2

次
の
世
代
に
希
望
を

多
様
な
連
携
で
課
題
解
決

　
平
成
30
年
度
の
事
業
や
予
算
を
審
議
す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３

月
５
日
に
開
会
。
３
期
目
を
迎
え
た
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、「
医
・

職
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・

住
み
た
く
な
る
」
か
ら
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
」
の
実
現
を
目

指
す
市
政
運
営
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

平成31年春の完成を目指し工事が進む（仮称）新市民センター

オープンから20年が経つあやべ温泉。露天風呂や客室をリニューアル

所信を表明する山崎市長

◀子育て世帯対象の各種届出窓口の時間延長やコミュニ
　ティナース＝写真＝の増員による地域活性化支援など、
　少しの工夫と少しの予算でも市民生活に寄り添うこと
　ができる15の施策を展開

聴覚言語障害者向けの119番通報システムを導入

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
「
現

地
・
現
場
主
義
」
を
貫
き
、
国
に

先
ん
じ
て
綾
部
市
の
人
口
動
態
を

分
析
。
定
住
・
交
流
の
促
進
を
最

優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
戦
略
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
課
題
の
整
理
と
「
見
え

る
化
」
を
図
り
、
課
題
解
決
と
将

来
へ
の
種
ま
き
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
順

調
に
推
移
。
ま
い
た
種
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
芽
吹
き
、
実
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、人
口
減
少
社
会
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
次
の
世
代
に
希
望
が
見
え
る

工
夫
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
医
療
、

福
祉
、保
健
、介
護
、子
育
て
な
ど
、

広
い
意
味
で
の
「
医
」
を
充
実
。

「
職
」
と
し
て
働
く
場
所
を
確
保

し
、
生
計
を
立
て
、
次
の
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
は
、「
住
」

と
し
て
の
住
み
や
す
さ
で
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
す
。
綾
部
市
は
、

犯
罪
の
少
な
い
安
全
な
ま
ち
で
す

が
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
は
、

一
朝
一
夕
に
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
対
策
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
の
救
急
体
制
の
充

実
、
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
避

難
経
路
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に「
教
育
」。
綾
部
市
の
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
ふ

る
さ
と
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

「
国
際
理
解
教
育
」
を
軸
に
、
教
育

委
員
会
や
学
校
現
場
等
と
連
携
。

人
間
と
し
て
生
き
る
力
、
自
ら
の

力
で
自
分
の
幸
せ
を
切
り
開
い
て

い
け
る
教
育
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
「
情
報
発
信
」。
多
く
存
在
す
る

素
晴
ら
し
い
も
の
を
綾
部
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
対
外
的
に
発
信
し
ま
す
。

今
日
の
地
域
課
題
は
複
雑
、
多

様
化
し
、
市
の
対
応
だ
け
で
は
困

難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
と

の
協
働
は
も
ち
ろ
ん
、
国
や
府
、

他
の
自
治
体
、
大
学
、
民
間
企
業

な
ど
と
の
多
様
な
連
携
に
よ
る
課

題
解
決
も
図
り
ま
す
。

３
期
目
の
市
政
運
営
は
、
行
財

政
の
健
全
化
に
努
め
つ
つ
引
き
続

き
「
医
・
職
・
住
・
教
育
・
情
報

発
信
」の
５
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
し
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
医
」

で
は
、
府
北
部
で
初
め
て
乳
幼
児

健
診
時
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
活
動
を
実
施
。
産
婦
健
診
と
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
も
新
た
に
始
め
ま

す
。
ま
た
、４
月
１
日
施
行
の「
綾

部
市
手
話
言
語
の
確
立
及
び
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」を
踏
ま
え
、

市
役
所
窓
口
に
卓
上
型
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
。
聴
覚
・
言
語
障
害

者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末

か
ら
１
１
９
番
通
報
で
き
る
シ
ス

テ
ム
も
導
入
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

民
間
の
高
齢
者
介
護
施
設
の
開
設

準
備
を
支
援
し
ま
す
。

「
職
」
で
は
、
新
た
な
手
法
の

ほ
場
整
備
事
業
を
府
内
で
初
め
て

実
施
。
企
業
へ
の
緊
急
人
材
確
保

対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
商
店
街

の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
起

業
、
黒
谷
和
紙
の
普
及
促
進
等
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
北
部
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
内
に
「
綾
部
市
も

の
づ
く
り
交
流
館
」
を
開
設
。
産

学
公
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
振
興

と
産
業
人
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。 

さ
ら
に
、
海
の
京
都
・
森
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
広
域
観
光

に
取
り
組
み
、
あ
や
べ
温
泉
の
機

能
も
強
化
し
ま
す
。

「
住
」
で
は
河
川
の
改
修
や
急

傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
を
実
施
。
府

と
合
同
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
う

ほ
か
、
全
地
区
に
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

市
道
宮
代
豊
里
線
、
味
方
平
線
等

の
市
道
整
備
や
橋
り
ょ
う
の
長
寿

命
化
対
策
も
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
整
備
や
地
域
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

山
家
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
等

を
支
援
し
ま
す
。

「
教
育
・
情
報
発
信
」
で
は
小

学
校
の
大
規
模
改
修
の
ほ
か
、（
仮

称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

本
格
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学

と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
。
山
家

城
址
周
辺
史
跡
の
調
査
や
国
宝
光

明
寺
二
王
門
改
修
の
支
援
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
の
保
全
と
情
報

の
発
信
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
新
た
に
〝
市
民

生
活
に
寄
り
添
う
〞
15
事
業
で
子

育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
害
者
や

地
域
活
動
を
支
援
。
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
え
、
生
活
の
様
子
や
息

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
、
小
さ
な
ま

ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細

や
か
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

綾
部
に
は
今
、
良
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
形
に
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
今
を

生
き
る
我
々
の
大
切
な
役
割
で

す
。
こ
れ
は
、チ
ー
ム
綾
部
、オ
ー

ル
綾
部
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
そ

成
し
得
る
も
の
。
市
長
と
し
て
そ

の
先
頭
に
立
ち
、
市
民
が
自
信
と

誇
り
を
持
つ
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
綾
部
」
の
実
現
に
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

市
政
運
営
方
針

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
へ

５
つ
の
重
点
分
野
に
予
算
配
分

市
民
生
活
に
寄
り
添
う
事
業
も

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
尽
力

イメージ図

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

４～５月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治

　屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

４
月
11
日
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
16
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
18
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
19
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
４
月
12
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
20
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

　費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

４
月
17
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
健
康
手
帳

■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場 

税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

■日 

４
月
８
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

４
月
８
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
公
民
館
☎（
46
）０
３
４
５

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
幼
稚
園

■日 

４
月
10
日（
火
）＝
小
学
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　小
・
中
一
貫
校

■日 

４
月
11
日（
水
）＝
中
学
校

■場 

各
園
・
校

■問 

各
園
・
校

■日 

４
月
９
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

４
月
15
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

総
合
運
動
公
園
体
育
館（
上
杉
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）〜
５
月
３

　日
（
木
・
祝
）

■時 

10
時
〜
17
時

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）

■時 

11
時
〜
14
時
30
分

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

※

子
安
地
蔵
尊
大
祭
13
時
〜

　紅
白
も
ち
ま
き
14
時
〜

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

４
月
３
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
10
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
24
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
第
１
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

５
月
１
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
４
月
24
日（
火
）〜

27
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
15
日（
日
）  

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

４
月
５
、
12
、
19
、
26
日

　５
月
10
、
17
、
24
、
31
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

■日 

４
月
12
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
約
票
発
行
、

健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

行
政
相
談

調
停
相
談

法
律
・
登
記
相
談

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
い
セ
ン
タ
ー

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

講
座
・
教
室

平
成
30
年
度
固
定
資
産
縦
覧・閲
覧

第
42
回
さ
く
ら
祭
り

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

相

　談

糖
尿
病
教
室

綾
部
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式
兼

第
66
回
四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

入
園
式
・
入
学
式

喫
茶
シ
ボ
ラ

催
し
な
ど

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

無
料
開
放

本
庁
舎

窓
口
延
長

第
35
回
綾
部
市
美
術
展

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談
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次
の
世
代
に
希
望
を

多
様
な
連
携
で
課
題
解
決

　
平
成
30
年
度
の
事
業
や
予
算
を
審
議
す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３

月
５
日
に
開
会
。
３
期
目
を
迎
え
た
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、「
医
・

職
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・

住
み
た
く
な
る
」
か
ら
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
」
の
実
現
を
目

指
す
市
政
運
営
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

平成31年春の完成を目指し工事が進む（仮称）新市民センター

オープンから20年が経つあやべ温泉。露天風呂や客室をリニューアル

所信を表明する山崎市長

◀子育て世帯対象の各種届出窓口の時間延長やコミュニ
　ティナース＝写真＝の増員による地域活性化支援など、
　少しの工夫と少しの予算でも市民生活に寄り添うこと
　ができる15の施策を展開

聴覚言語障害者向けの119番通報システムを導入

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
「
現

地
・
現
場
主
義
」
を
貫
き
、
国
に

先
ん
じ
て
綾
部
市
の
人
口
動
態
を

分
析
。
定
住
・
交
流
の
促
進
を
最

優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
戦
略
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
課
題
の
整
理
と
「
見
え

る
化
」
を
図
り
、
課
題
解
決
と
将

来
へ
の
種
ま
き
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
順

調
に
推
移
。
ま
い
た
種
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
芽
吹
き
、
実
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、人
口
減
少
社
会
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
次
の
世
代
に
希
望
が
見
え
る

工
夫
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
医
療
、

福
祉
、保
健
、介
護
、子
育
て
な
ど
、

広
い
意
味
で
の
「
医
」
を
充
実
。

「
職
」
と
し
て
働
く
場
所
を
確
保

し
、
生
計
を
立
て
、
次
の
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
は
、「
住
」

と
し
て
の
住
み
や
す
さ
で
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
す
。
綾
部
市
は
、

犯
罪
の
少
な
い
安
全
な
ま
ち
で
す

が
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
は
、

一
朝
一
夕
に
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
対
策
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
の
救
急
体
制
の
充

実
、
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
避

難
経
路
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に「
教
育
」。
綾
部
市
の
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
ふ

る
さ
と
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

「
国
際
理
解
教
育
」
を
軸
に
、
教
育

委
員
会
や
学
校
現
場
等
と
連
携
。

人
間
と
し
て
生
き
る
力
、
自
ら
の

力
で
自
分
の
幸
せ
を
切
り
開
い
て

い
け
る
教
育
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
「
情
報
発
信
」。
多
く
存
在
す
る

素
晴
ら
し
い
も
の
を
綾
部
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
対
外
的
に
発
信
し
ま
す
。

今
日
の
地
域
課
題
は
複
雑
、
多

様
化
し
、
市
の
対
応
だ
け
で
は
困

難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
と

の
協
働
は
も
ち
ろ
ん
、
国
や
府
、

他
の
自
治
体
、
大
学
、
民
間
企
業

な
ど
と
の
多
様
な
連
携
に
よ
る
課

題
解
決
も
図
り
ま
す
。

３
期
目
の
市
政
運
営
は
、
行
財

政
の
健
全
化
に
努
め
つ
つ
引
き
続

き
「
医
・
職
・
住
・
教
育
・
情
報

発
信
」の
５
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
し
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
医
」

で
は
、
府
北
部
で
初
め
て
乳
幼
児

健
診
時
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
活
動
を
実
施
。
産
婦
健
診
と
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
も
新
た
に
始
め
ま

す
。
ま
た
、４
月
１
日
施
行
の「
綾

部
市
手
話
言
語
の
確
立
及
び
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」を
踏
ま
え
、

市
役
所
窓
口
に
卓
上
型
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
。
聴
覚
・
言
語
障
害

者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末

か
ら
１
１
９
番
通
報
で
き
る
シ
ス

テ
ム
も
導
入
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

民
間
の
高
齢
者
介
護
施
設
の
開
設

準
備
を
支
援
し
ま
す
。

「
職
」
で
は
、
新
た
な
手
法
の

ほ
場
整
備
事
業
を
府
内
で
初
め
て

実
施
。
企
業
へ
の
緊
急
人
材
確
保

対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
商
店
街

の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
起

業
、
黒
谷
和
紙
の
普
及
促
進
等
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
北
部
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
内
に
「
綾
部
市
も

の
づ
く
り
交
流
館
」
を
開
設
。
産

学
公
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
振
興

と
産
業
人
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。 

さ
ら
に
、
海
の
京
都
・
森
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
広
域
観
光

に
取
り
組
み
、
あ
や
べ
温
泉
の
機

能
も
強
化
し
ま
す
。

「
住
」
で
は
河
川
の
改
修
や
急

傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
を
実
施
。
府

と
合
同
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
う

ほ
か
、
全
地
区
に
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

市
道
宮
代
豊
里
線
、
味
方
平
線
等

の
市
道
整
備
や
橋
り
ょ
う
の
長
寿

命
化
対
策
も
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
整
備
や
地
域
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

山
家
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
等

を
支
援
し
ま
す
。

「
教
育
・
情
報
発
信
」
で
は
小

学
校
の
大
規
模
改
修
の
ほ
か
、（
仮

称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

本
格
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学

と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
。
山
家

城
址
周
辺
史
跡
の
調
査
や
国
宝
光

明
寺
二
王
門
改
修
の
支
援
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
の
保
全
と
情
報

の
発
信
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
新
た
に
〝
市
民

生
活
に
寄
り
添
う
〞
15
事
業
で
子

育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
害
者
や

地
域
活
動
を
支
援
。
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
え
、
生
活
の
様
子
や
息

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
、
小
さ
な
ま

ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細

や
か
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

綾
部
に
は
今
、
良
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
形
に
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
今
を

生
き
る
我
々
の
大
切
な
役
割
で

す
。
こ
れ
は
、チ
ー
ム
綾
部
、オ
ー

ル
綾
部
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
そ

成
し
得
る
も
の
。
市
長
と
し
て
そ

の
先
頭
に
立
ち
、
市
民
が
自
信
と

誇
り
を
持
つ
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
綾
部
」
の
実
現
に
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

市
政
運
営
方
針

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
へ

５
つ
の
重
点
分
野
に
予
算
配
分

市
民
生
活
に
寄
り
添
う
事
業
も

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
尽
力

イメージ図

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

４～５月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治

　屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

４
月
11
日
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
16
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
18
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
19
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
４
月
12
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
20
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

　費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

４
月
17
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
健
康
手
帳

■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場 

税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

■日 

４
月
８
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

４
月
８
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
公
民
館
☎（
46
）０
３
４
５

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
幼
稚
園

■日 

４
月
10
日（
火
）＝
小
学
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　小
・
中
一
貫
校

■日 

４
月
11
日（
水
）＝
中
学
校

■場 

各
園
・
校

■問 

各
園
・
校

■日 

４
月
９
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

４
月
15
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

総
合
運
動
公
園
体
育
館（
上
杉
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）〜
５
月
３

　日
（
木
・
祝
）

■時 

10
時
〜
17
時

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）

■時 

11
時
〜
14
時
30
分

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

※

子
安
地
蔵
尊
大
祭
13
時
〜

　紅
白
も
ち
ま
き
14
時
〜

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

４
月
３
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
10
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
24
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
第
１
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

５
月
１
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
４
月
24
日（
火
）〜

27
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
15
日（
日
）  

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

４
月
５
、
12
、
19
、
26
日

　５
月
10
、
17
、
24
、
31
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

■日 

４
月
12
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
約
票
発
行
、

健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

行
政
相
談

調
停
相
談

法
律
・
登
記
相
談

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
い
セ
ン
タ
ー

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

講
座
・
教
室

平
成
30
年
度
固
定
資
産
縦
覧・閲
覧

第
42
回
さ
く
ら
祭
り

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

相

　談

糖
尿
病
教
室

綾
部
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式
兼

第
66
回
四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

入
園
式
・
入
学
式

喫
茶
シ
ボ
ラ

催
し
な
ど

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

無
料
開
放

本
庁
舎

窓
口
延
長

第
35
回
綾
部
市
美
術
展

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談
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綾
部
中
学
校
で
は
、
木
金
工
室

と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
約
２

６
０
平
方
㍍
を
給
食
室
へ
と
改

修
。
併
せ
て
木
金
工
室
の
移
設
も

行
い
ま
し
た
。
事
業
費
は
約
１
億

３
９
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
八

田
中
学
校
で
は
約
１
６
０
平
方
㍍

の
給
食
室
を
新
設
。
校
舎
と
の
間

に
渡
り
廊
下
も
整
備
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
約
８
１
０
０
万
円
で
す
。

調
理
員
の
研
修
や
食
材
の
納
入

業
者
の
選
定
等
を
経
て
、
５
月
か

ら
給
食
を
開
始
予
定
。
こ
の
２
校

で
は
従
来
、
昼
食
時
に
牛
乳
の
み

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

整
備
に
よ
り
、
府
内
で
唯
一
、
全

小
・
中
学
校
で
自
校
調
理
方
式
を

採
用
し
た
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

“

ラ
ボ
ッ
ト„

の
時
代
!?

 

〝
ラ
ボ
ッ
ト
〞と
は
「
ラ
ブ
」

＋「
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
合
成
語
で
、

感
情
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ

と
を
言
う
ら
し
い
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら

学
習
し
人
間
に
近
づ
こ
う
と
し

た
結
果
、
ラ
ブ
（
愛
情
）
だ
け

で
な
く
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
併

せ
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
が
近
未
来
に

誕
生
す
る
と
い
う
。Ｓ
Ｆ
映
画

の
よ
う
な
時
代
の
到
来
も
近
い

と
い
う
こ
と
か
。

　と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
労
働

人
口
は
今
後
急
速
に
縮
む
方
向

に
あ
る
。
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
と
称
さ
れ
た
団
塊
の
世
代

（
昭
和
22
〜
24
年
生
）
は
計
８

０
６
万
人
に
も
及
び
、
今
後
70

歳
を
迎
え
て
１
年
あ
た
り
２
５

０
万
人
が
労
働
現
場
か
ら
引
退

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方

で
今
年
、
成
人
し
た
若
者
は
１

２
０
万
人
強
で
戦
後
の
経
済
成

長
を
支
え
た
世
代
の
お
よ
そ
半

分
。
単
純
に
計
算
す
る
と
働
き

手
が
年
間
１
０
０
万
人
以
上
足

り
な
く
な
る
勘
定
で
、
10
年
単

位
で
み
る
と
１
０
０
０
万
人
を

超
え
る
規
模
で
労
働
市
場
が
縮

む
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
一

昨
年
の
出
生
者
数
は
97
万
人

で
、
１
０
０
万
人
を
切
る
水
準

に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　重
要
な
こ
と
は
こ
の
差
を
ど

う
や
っ
て
補
っ
て
い
く
の
か…

。

我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ

の
解
決
策
は
限
ら
れ
て
お
り
、

定
年
延
長
や
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
、
も
し
く
は
Ａ
Ｉ
・

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
省
力

化
を
進
め
る
し
か
な
い
と
も
ー
。

答
え
は
そ
の
合
わ
せ
技
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
進
化
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
に
人
間
が
使
わ
れ
る
時

代
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

さ
ら
に
は
情
を
持
っ
た
〝
ラ

ボ
ッ
ト
〞と
恋
を
語
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
あ
ろ
う
か…

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

97

だ
ん 

か
い

市
は
２
月
９
日
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
運

営
に
つ
い
て
、
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
（
木
下
芳
信
会
長
）

か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
１
人

当
た
り
の
国
保
料
は
据
え
置
き

で
、
関
連
予
算
案
を
市
議
会
３
月

定
例
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ

れ
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し
合

い
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
制

度
で
す
。
し
か
し
近
年
は
、
加
入

者
が
減
少
。歳
入
が
減
る
一
方
で
、

医
療
費
な
ど
の
歳
出
は
増
え
て
い

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
府
も
４
月

か
ら
は
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
国
保
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。市
で
は
引
き
続
き
、

保
険
証
な
ど
の
発
行
や
保
険
料
の

決
定
、
保
健
事
業
な
ど
を
担
い
ま

す
。
手
続
き
等
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
市
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
制

度
改
正
に
あ
た
り
引
き
上
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
、
国
に
よ
っ
て
激
変

緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
６
年
連

続
で
保
険
料
を
据
え
置
く
目
途
が

つ
き
ま
し
た
。

１
人
当
た
り
年
平
均
の
国
保
料

は
、
医
療
給
付
費
分
や
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
を

含
め
、
前
年
度
と
同
額
の
７
万
６

６
３
８
円
で
す
。詳
し
く
は
市
民
・

国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６
へ
。

都
道
府
県
化
で

府
も
共
同
保
険
者
に

激
変
緩
和
に
よ
り
保
険
料
を
抑
制

木下会長から答申を受ける山﨑清吾副市長

Ｑ.受診の仕方は変わるの？
Ａ.これまでと変わりません。

Ｑ.保険証は変わるの？
Ａ.様式の一部が変わります。一斉更新時
期に合わせて３月中に新たな保険証を
お送りします。

平成30
年度

国保料
６年連続
  据え置きに
６年連続
  据え置きに

国保の　
　

都道府県
化

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

　　　   学校給食には、食に関
　   する正しい知識と望ましい食習
   慣を伝える役割もあります。新たに
 始まる綾部中、八田中でも
成長期にある生徒の健康を
考え、旬の食材を使用し、
食文化への理解も深まる
  充実した内容で安全・
　 安心な給食を提
　　  供します。

◀大型の調理器具を備え
　約５５０人の生徒への給食を調理する
　綾部中学校の給食室

◀約60人の生徒に
　温かい昼食を提供する
　八田中学校の給食室

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

　
市
教
委
が
整
備
し
て
い
た
綾
部
中
と
八
田
中
の
給
食
室
が
こ
の
ほ
ど

完
成
。
５
月
か
ら
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
、
自
校
調
理
方
式
に
よ

る
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

学校教育課
大槻友紀 管理栄養士

全
小・中
学
校
で
自
校
調
理

丹の国まつりパレード
子ども会や鼓笛隊、スポーツ少年団、武者行列などが市街
地をパレード
由良川花庭園（9:45頃）⇒西町アイタウン（10:10頃）⇒
⇒広小路通り（10:40頃）⇒駅南広場（11:00頃）
西町アイタウン
丹の国プロレス、ヤカーリング大会、三輪車レース大会、
coconスペシャルライブ、手形こいのぼり作成 など
駅南広場（駅前通り）
ジャンケン大会、お楽しみ大抽選会、
社会体験！商店街おつかいウォークラリー など
Ⅰ・Ｔビル（西町一丁目）
芸能発表会、お茶席 など
その他
屋台村、レジェンドオブ
ホクトヒーローショー、
演奏会 など

４月29日
岩づき盆栽教室（10：00～）、菊栽培教室大菊の部（13：30～）、
綾部中学校ブラスバンド部演奏会（9：00～、9：45～の２回）、
園芸何でもオークション（正午～、５月３日も同時刻に開催）、
ツリークライミング（10：00～、正午～、14：00～の３回）など

４月30日
多肉植物寄せ植え・栽培教室（10：00～）、魔法の鉢つくり
教室（13：30～）、綾部高等学校吹奏楽部演奏会（10：00～）、
バルーンアート（13：30～）など

※各教室は４月18日(水)までに申し込み必要

▲期間中は福引きや相談会、
　工作教室なども行われます

◀チューリップで作るまゆピーの
　「でか！花壇（30㍍×40㍍）」も
　（写真は完成イメージ）

三輪車レースは出場者募集中▶

あやべ 　  の国まつり丹丹 あやべ由良川　　壇展花花
４月29日
午前10時～

４月29日～5月3日
午前9時～午後4時

場所：由良川花庭園（青野町）

問あやべ丹の国まつり
　実行委員会
　（綾部商工会議所内）
　☎（42）0701

問シルバー人材センター　☎（42）9030

引
き
落
と
さ
れ
る「
当
月
末
振
替（
早

割
）」
が
あ
り
ま
す
。
早
割
で
は
月

額
50
円
を
割
り
引
き
。
こ
の
ほ
か
、

前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険
料
を

免
除
（
猶
予
）
す
る
制
度
が
、
学
生

に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
制
度
に
は
、

申
請
者
の
前
年
中
の
所
得
（
１
月
分

か
ら
６
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
中

の
所
得
）な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
年
金
手
帳
と
申
請
者
の

印
鑑
（
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合

の
み
）
の
ほ
か
、
離
職
し
た
人
は
離

職
票
か
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

学
生
は
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

　☎
０
７
７
３（
76
）８
８
２
６

　市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰
り

で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
が

多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
綾
部
の
自
然

　４
月
８
日
は
、
京
都
府
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
８
日（
日
）午
前
７
時
〜

午
後
８
時
（
一
部
の
投
票
所
は
午
後

７
時
ま
で
）。
期
日
前
投
票
／
３
月

23
日（
金
）〜
４
月
７
日（
土
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
。
場
所
は
市
役

所
１
階
会
議
室
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

　平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
４
９
０
円
で
す
。
ま
た
、
こ

の
額
に
加
え
、
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給

す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
。

　１
年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場
合

は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
引

き
落
と
さ
れ
る
「
翌
月
末
振
替
」
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の
月
末
に

し
ま
す
。

対
象
／
平
成
29
年
10
月
１
日（
日
）

〜
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）に
期
限

切
れ
と
な
る
定
期
券
。
申
請
期
間
／

４
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）。
申
請

／
申
請
書
に
利
用
済
み
の
定
期
券

（
写
し
可
）、
在
学
証
明
書
（
学
生
証

の
写
し
可
）、
住
民
票
を
添
え
て
、

市
民
協
働
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
３
月
17
日（
土
）か
ら
は
、
綾
部

駅
を
午
後
８
時
13
分
に
発
車
す
る
便

が
最
終
特
急
列
車
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、滞
在
時
間
が
増
え
、ビ
ジ

ネ
ス
・
観
光
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り

ま
す
。

　ま
た
同
日
か
ら
、
列
車
が
今
ど
こ

に
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い
遅
れ
て

い
る
の
か
を
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
等

で
確
か
め
ら
れ
る「
列
車
走
行
位
置

サ
ー
ビ
ス
」
の
エ
リ
ア
が
拡
大
。
京

都―

福
知
山
間
、
綾
部―

東
舞
鶴
間

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様

セ
ン
タ
ー
へ
（
午
前
６
時
〜
午
後
11

時
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０（
00
）２
４
８
６

や
歴
史
、
文
化
を
感
じ
な
が
ら
歩
き

ま
せ
ん
か
。い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

昼
食
や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ゆ
ら
り
綾
部
花
め
ぐ
り
漫
歩
＝
コ
ー

ス
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
や
紫

水
ヶ
丘
、
大
本
神
苑
な
ど
を
巡
る
約

８
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。参
加
費
／
５
０
０
円
。

最
少
催
行
人
数
／
６
人
。
申
込
み
／

４
月
３
日（
火
）午
後
５
時
ま
で
に
観

光
協
会
へ
。
小
畑
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

の
尾
根
歩
き
＝
コ
ー
ス
／
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
の
咲
く
秋
葉
神
社
参
道
や
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
大
木
、
小
畑
城
址
な
ど
を

巡
る
約
５
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
７
日

（
土
）午
前
10
時
集
合
。
雨
天
の
場
合

は
翌
日
８
日（
日
）に
順
延
。
集
合
場

所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０
０
０
円
。

申
込
み
／
４
月
６
日（
金
）午
後
５
時

ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

綾
部
丹
波
の
カ
ラ
ス
寺
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
＝
コ
ー
ス
／
楞
厳
寺
や
赤
國
神
社

な
ど
を
巡
る
約
12
㌔
㍍
。
日
時
／
４

月
18
日（
水
）午
前
10
時
10
分
集
合
。

雨
天
中
止
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
観

光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参
加
費

／
５
０
０
円
。
楞
厳
寺
で
カ
ラ
ス
の

襖
絵
鑑
賞
を
希
望
す
る
人
は
別
途
２

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
課

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視

察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限
る
）。
利

用
回
数
／
１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。

予
約
順
／
利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎

月
１
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
そ

の
翌
日
）
の
抽
選
会
で
決
定
。
抽
選

会
終
了
後
は
、
利
用
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。
11
月
分
抽
選
会
／
５
月
１
日

（
火
）。
時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所

／
民
生
児
童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
７
２
１
人
（
男
１
５
７

２
６
、
女
１
６
９
９
５
）。
世
帯
数

は
１
３
７
２
３
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
対
象
／
20
〜
39

歳
の
独
身
男
女
。
定
員
／
男
女
各
10

人
。参
加
費
／
男
性
＝
３
５
０
０
円
。

女
性
＝
２
５
０
０
円
。
持
ち
物
／
茶

摘
み
な
ど
が
で
き
る
汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
タ
オ
ル
。
雨
天
時
は
か
っ
ぱ

や
長
靴
な
ど
の
雨
具
。
申
込
み
／
事

前
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　海
上
保
安
庁
は
、
船
舶
運
航
シ
ス

テ
ム
課
程
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

卒
業
後
は
、
海
上
保
安
官
と
し
て
勤

務
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
①
平
成
30
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
。②
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者
。試
験
日
／
５
月
13
日（
日
）。

申
込
み
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝

３
月
30
日（
金
）〜
４
月
６
日（
金
）。

郵
送
・
持
参
＝
３
月
30
日（
金
）〜
４

月
３
日（
火
）。
採
用
予
定
時
期
／
平

成
30
年
10
月
。

０
０
円
必
要
。
最
少
催
行
人
数
／
６

人
。
申
込
み
／
４
月
15
日（
日
）午
後

５
時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。春
の「
空

山
・
秋
葉
講
」
交
流
登
山
＝
コ
ー
ス

／
里
地
散
策
や
慈
雲
山
普
門
院
見
学

の
後
、空
山
の
山
頂
で
住
民
と
交
流
。

登
山
道
が
急
傾
斜
の
た
め
、健
脚
者

向
け
で
す
。日
時
／
４
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０

０
０
円
。
申
込
み
／
４
月
21
日（
土
）

午
後
５
時
ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ

や
べ
へ
。

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
は
、
日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
北
中
部

分
会
と
共
催
で
開
催
す
る
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
茶
摘
み
や
茶
園
散
策
、

お
菓
子
作
り
、茶
話
会
な
ど
で
交
流
。

一
日
楽
し
め
る
お
茶
づ
く
し
の
イ
ベ

ン
ト
を
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
29
日（
日
・
祝
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分
。
雨
天
決
行
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　市
は
４
月
１
日
、
健
康
長
寿

定
期
の
対
象
年
齢
を
こ
れ
ま
で

の
70
歳
以
上
か
ら
、
65
歳
以
上

に
拡
充
し「
健
康
長
寿
定
期
65
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ
れ

に
伴
い
、
お
た
め
し
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
健
康
長
寿
定
期

65
を
使
っ
て
、
あ
や
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
１
日（
日
）〜
30
日

（
月
・
振
）。
内
容
／
健
康
長
寿

定
期
65
の
１
か
月
分
（
３
０
０

０
円
）
が
半
額
。
購
入
場
所
／

市
民
協
働
課
、
あ
や
べ
観
光
案

内
所
（
駅
前
通
り
）、
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）。
そ
の

他
／
購
入
す
る
と
き
は
、
保
険
証
な

ど
の
年
齢
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委
員

会
は
、Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道
で
市

外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在
住
の
大

学
生
と
専
門
学
校
生
、
予
備
校
生
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
５
分
の
１

（
年
間
の
上
限
は
５
万
円
）
を
補
助

Ｊ
Ｒ
２
０
１
８
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

通
学
定
期
券
補
助

茶
縁
〜
茶
畑
で
婚
活
〜

海
上
保
安
学
校
学
生

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

４
月
８
日
は
京
都
府
知
事
選
挙

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

□ケアマネジャー
□ケアワーカー

□保育士

健
康
長
寿
定
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

※職種  介護職員、生活支援員、リハビリ職（PT・OT・ST）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員のパートも
　同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

※只今、雛人形展示中で～す！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気！

募 

集
募 

集

春
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

2,500円前
売
り

5月27日日
14：00～

《指定席》
2,000円《自由席》

米團治・吉弥
二人会

出演：桂米團治・桂吉弥・桂團治郎
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綾
部
中
学
校
で
は
、
木
金
工
室

と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
約
２

６
０
平
方
㍍
を
給
食
室
へ
と
改

修
。
併
せ
て
木
金
工
室
の
移
設
も

行
い
ま
し
た
。
事
業
費
は
約
１
億

３
９
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
八

田
中
学
校
で
は
約
１
６
０
平
方
㍍

の
給
食
室
を
新
設
。
校
舎
と
の
間

に
渡
り
廊
下
も
整
備
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
約
８
１
０
０
万
円
で
す
。

調
理
員
の
研
修
や
食
材
の
納
入

業
者
の
選
定
等
を
経
て
、
５
月
か

ら
給
食
を
開
始
予
定
。
こ
の
２
校

で
は
従
来
、
昼
食
時
に
牛
乳
の
み

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

整
備
に
よ
り
、
府
内
で
唯
一
、
全

小
・
中
学
校
で
自
校
調
理
方
式
を

採
用
し
た
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

“

ラ
ボ
ッ
ト„

の
時
代
!?

 

〝
ラ
ボ
ッ
ト
〞と
は
「
ラ
ブ
」

＋「
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
合
成
語
で
、

感
情
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ

と
を
言
う
ら
し
い
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら

学
習
し
人
間
に
近
づ
こ
う
と
し

た
結
果
、
ラ
ブ
（
愛
情
）
だ
け

で
な
く
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
併

せ
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
が
近
未
来
に

誕
生
す
る
と
い
う
。Ｓ
Ｆ
映
画

の
よ
う
な
時
代
の
到
来
も
近
い

と
い
う
こ
と
か
。

　と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
労
働

人
口
は
今
後
急
速
に
縮
む
方
向

に
あ
る
。
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
と
称
さ
れ
た
団
塊
の
世
代

（
昭
和
22
〜
24
年
生
）
は
計
８

０
６
万
人
に
も
及
び
、
今
後
70

歳
を
迎
え
て
１
年
あ
た
り
２
５

０
万
人
が
労
働
現
場
か
ら
引
退

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方

で
今
年
、
成
人
し
た
若
者
は
１

２
０
万
人
強
で
戦
後
の
経
済
成

長
を
支
え
た
世
代
の
お
よ
そ
半

分
。
単
純
に
計
算
す
る
と
働
き

手
が
年
間
１
０
０
万
人
以
上
足

り
な
く
な
る
勘
定
で
、
10
年
単

位
で
み
る
と
１
０
０
０
万
人
を

超
え
る
規
模
で
労
働
市
場
が
縮

む
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
一

昨
年
の
出
生
者
数
は
97
万
人

で
、
１
０
０
万
人
を
切
る
水
準

に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　重
要
な
こ
と
は
こ
の
差
を
ど

う
や
っ
て
補
っ
て
い
く
の
か…

。

我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ

の
解
決
策
は
限
ら
れ
て
お
り
、

定
年
延
長
や
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
、
も
し
く
は
Ａ
Ｉ
・

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
省
力

化
を
進
め
る
し
か
な
い
と
も
ー
。

答
え
は
そ
の
合
わ
せ
技
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
進
化
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
に
人
間
が
使
わ
れ
る
時

代
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

さ
ら
に
は
情
を
持
っ
た
〝
ラ

ボ
ッ
ト
〞と
恋
を
語
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
あ
ろ
う
か…

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

97

だ
ん 

か
い

市
は
２
月
９
日
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
運

営
に
つ
い
て
、
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
（
木
下
芳
信
会
長
）

か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
１
人

当
た
り
の
国
保
料
は
据
え
置
き

で
、
関
連
予
算
案
を
市
議
会
３
月

定
例
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ

れ
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し
合

い
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
制

度
で
す
。
し
か
し
近
年
は
、
加
入

者
が
減
少
。歳
入
が
減
る
一
方
で
、

医
療
費
な
ど
の
歳
出
は
増
え
て
い

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
府
も
４
月

か
ら
は
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
国
保
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。市
で
は
引
き
続
き
、

保
険
証
な
ど
の
発
行
や
保
険
料
の

決
定
、
保
健
事
業
な
ど
を
担
い
ま

す
。
手
続
き
等
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
市
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
制

度
改
正
に
あ
た
り
引
き
上
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
、
国
に
よ
っ
て
激
変

緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
６
年
連

続
で
保
険
料
を
据
え
置
く
目
途
が

つ
き
ま
し
た
。

１
人
当
た
り
年
平
均
の
国
保
料

は
、
医
療
給
付
費
分
や
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
を

含
め
、
前
年
度
と
同
額
の
７
万
６

６
３
８
円
で
す
。詳
し
く
は
市
民
・

国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６
へ
。

都
道
府
県
化
で

府
も
共
同
保
険
者
に

激
変
緩
和
に
よ
り
保
険
料
を
抑
制

木下会長から答申を受ける山﨑清吾副市長

Ｑ.受診の仕方は変わるの？
Ａ.これまでと変わりません。

Ｑ.保険証は変わるの？
Ａ.様式の一部が変わります。一斉更新時
期に合わせて３月中に新たな保険証を
お送りします。

平成30
年度

国保料
６年連続
  据え置きに
６年連続
  据え置きに

国保の　
　

都道府県
化

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

　　　   学校給食には、食に関
　   する正しい知識と望ましい食習
   慣を伝える役割もあります。新たに
 始まる綾部中、八田中でも
成長期にある生徒の健康を
考え、旬の食材を使用し、
食文化への理解も深まる
  充実した内容で安全・
　 安心な給食を提
　　  供します。

◀大型の調理器具を備え
　約５５０人の生徒への給食を調理する
　綾部中学校の給食室

◀約60人の生徒に
　温かい昼食を提供する
　八田中学校の給食室

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

　
市
教
委
が
整
備
し
て
い
た
綾
部
中
と
八
田
中
の
給
食
室
が
こ
の
ほ
ど

完
成
。
５
月
か
ら
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
、
自
校
調
理
方
式
に
よ

る
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

学校教育課
大槻友紀 管理栄養士

全
小・中
学
校
で
自
校
調
理

丹の国まつりパレード
子ども会や鼓笛隊、スポーツ少年団、武者行列などが市街
地をパレード
由良川花庭園（9:45頃）⇒西町アイタウン（10:10頃）⇒
⇒広小路通り（10:40頃）⇒駅南広場（11:00頃）
西町アイタウン
丹の国プロレス、ヤカーリング大会、三輪車レース大会、
coconスペシャルライブ、手形こいのぼり作成 など
駅南広場（駅前通り）
ジャンケン大会、お楽しみ大抽選会、
社会体験！商店街おつかいウォークラリー など
Ⅰ・Ｔビル（西町一丁目）
芸能発表会、お茶席 など
その他
屋台村、レジェンドオブ
ホクトヒーローショー、
演奏会 など

４月29日
岩づき盆栽教室（10：00～）、菊栽培教室大菊の部（13：30～）、
綾部中学校ブラスバンド部演奏会（9：00～、9：45～の２回）、
園芸何でもオークション（正午～、５月３日も同時刻に開催）、
ツリークライミング（10：00～、正午～、14：00～の３回）など

４月30日
多肉植物寄せ植え・栽培教室（10：00～）、魔法の鉢つくり
教室（13：30～）、綾部高等学校吹奏楽部演奏会（10：00～）、
バルーンアート（13：30～）など

※各教室は４月18日(水)までに申し込み必要

▲期間中は福引きや相談会、
　工作教室なども行われます

◀チューリップで作るまゆピーの
　「でか！花壇（30㍍×40㍍）」も
　（写真は完成イメージ）

三輪車レースは出場者募集中▶

あやべ 　  の国まつり丹丹 あやべ由良川　　壇展花花
４月29日
午前10時～

４月29日～5月3日
午前9時～午後4時

場所：由良川花庭園（青野町）

問あやべ丹の国まつり
　実行委員会
　（綾部商工会議所内）
　☎（42）0701

問シルバー人材センター　☎（42）9030

引
き
落
と
さ
れ
る「
当
月
末
振
替（
早

割
）」
が
あ
り
ま
す
。
早
割
で
は
月

額
50
円
を
割
り
引
き
。
こ
の
ほ
か
、

前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険
料
を

免
除
（
猶
予
）
す
る
制
度
が
、
学
生

に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
制
度
に
は
、

申
請
者
の
前
年
中
の
所
得
（
１
月
分

か
ら
６
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
中

の
所
得
）な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
年
金
手
帳
と
申
請
者
の

印
鑑
（
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合

の
み
）
の
ほ
か
、
離
職
し
た
人
は
離

職
票
か
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

学
生
は
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

　☎
０
７
７
３（
76
）８
８
２
６

　市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰
り

で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
が

多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
綾
部
の
自
然

　４
月
８
日
は
、
京
都
府
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
８
日（
日
）午
前
７
時
〜

午
後
８
時
（
一
部
の
投
票
所
は
午
後

７
時
ま
で
）。
期
日
前
投
票
／
３
月

23
日（
金
）〜
４
月
７
日（
土
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
。
場
所
は
市
役

所
１
階
会
議
室
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

　平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
４
９
０
円
で
す
。
ま
た
、
こ

の
額
に
加
え
、
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給

す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
。

　１
年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場
合

は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
引

き
落
と
さ
れ
る
「
翌
月
末
振
替
」
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の
月
末
に

し
ま
す
。

対
象
／
平
成
29
年
10
月
１
日（
日
）

〜
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）に
期
限

切
れ
と
な
る
定
期
券
。
申
請
期
間
／

４
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）。
申
請

／
申
請
書
に
利
用
済
み
の
定
期
券

（
写
し
可
）、
在
学
証
明
書
（
学
生
証

の
写
し
可
）、
住
民
票
を
添
え
て
、

市
民
協
働
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
３
月
17
日（
土
）か
ら
は
、
綾
部

駅
を
午
後
８
時
13
分
に
発
車
す
る
便

が
最
終
特
急
列
車
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、滞
在
時
間
が
増
え
、ビ
ジ

ネ
ス
・
観
光
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り

ま
す
。

　ま
た
同
日
か
ら
、
列
車
が
今
ど
こ

に
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い
遅
れ
て

い
る
の
か
を
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
等

で
確
か
め
ら
れ
る「
列
車
走
行
位
置

サ
ー
ビ
ス
」
の
エ
リ
ア
が
拡
大
。
京

都―

福
知
山
間
、
綾
部―

東
舞
鶴
間

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様

セ
ン
タ
ー
へ
（
午
前
６
時
〜
午
後
11

時
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０（
00
）２
４
８
６

や
歴
史
、
文
化
を
感
じ
な
が
ら
歩
き

ま
せ
ん
か
。い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

昼
食
や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ゆ
ら
り
綾
部
花
め
ぐ
り
漫
歩
＝
コ
ー

ス
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
や
紫

水
ヶ
丘
、
大
本
神
苑
な
ど
を
巡
る
約

８
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。参
加
費
／
５
０
０
円
。

最
少
催
行
人
数
／
６
人
。
申
込
み
／

４
月
３
日（
火
）午
後
５
時
ま
で
に
観

光
協
会
へ
。
小
畑
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

の
尾
根
歩
き
＝
コ
ー
ス
／
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
の
咲
く
秋
葉
神
社
参
道
や
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
大
木
、
小
畑
城
址
な
ど
を

巡
る
約
５
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
７
日

（
土
）午
前
10
時
集
合
。
雨
天
の
場
合

は
翌
日
８
日（
日
）に
順
延
。
集
合
場

所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０
０
０
円
。

申
込
み
／
４
月
６
日（
金
）午
後
５
時

ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

綾
部
丹
波
の
カ
ラ
ス
寺
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
＝
コ
ー
ス
／
楞
厳
寺
や
赤
國
神
社

な
ど
を
巡
る
約
12
㌔
㍍
。
日
時
／
４

月
18
日（
水
）午
前
10
時
10
分
集
合
。

雨
天
中
止
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
観

光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参
加
費

／
５
０
０
円
。
楞
厳
寺
で
カ
ラ
ス
の

襖
絵
鑑
賞
を
希
望
す
る
人
は
別
途
２

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
課

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視

察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限
る
）。
利

用
回
数
／
１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。

予
約
順
／
利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎

月
１
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
そ

の
翌
日
）
の
抽
選
会
で
決
定
。
抽
選

会
終
了
後
は
、
利
用
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。
11
月
分
抽
選
会
／
５
月
１
日

（
火
）。
時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所

／
民
生
児
童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
７
２
１
人
（
男
１
５
７

２
６
、
女
１
６
９
９
５
）。
世
帯
数

は
１
３
７
２
３
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
対
象
／
20
〜
39

歳
の
独
身
男
女
。
定
員
／
男
女
各
10

人
。参
加
費
／
男
性
＝
３
５
０
０
円
。

女
性
＝
２
５
０
０
円
。
持
ち
物
／
茶

摘
み
な
ど
が
で
き
る
汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
タ
オ
ル
。
雨
天
時
は
か
っ
ぱ

や
長
靴
な
ど
の
雨
具
。
申
込
み
／
事

前
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　海
上
保
安
庁
は
、
船
舶
運
航
シ
ス

テ
ム
課
程
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

卒
業
後
は
、
海
上
保
安
官
と
し
て
勤

務
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
①
平
成
30
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
。②
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者
。試
験
日
／
５
月
13
日（
日
）。

申
込
み
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝

３
月
30
日（
金
）〜
４
月
６
日（
金
）。

郵
送
・
持
参
＝
３
月
30
日（
金
）〜
４

月
３
日（
火
）。
採
用
予
定
時
期
／
平

成
30
年
10
月
。

０
０
円
必
要
。
最
少
催
行
人
数
／
６

人
。
申
込
み
／
４
月
15
日（
日
）午
後

５
時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。春
の「
空

山
・
秋
葉
講
」
交
流
登
山
＝
コ
ー
ス

／
里
地
散
策
や
慈
雲
山
普
門
院
見
学

の
後
、空
山
の
山
頂
で
住
民
と
交
流
。

登
山
道
が
急
傾
斜
の
た
め
、健
脚
者

向
け
で
す
。日
時
／
４
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０

０
０
円
。
申
込
み
／
４
月
21
日（
土
）

午
後
５
時
ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ

や
べ
へ
。

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
は
、
日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
北
中
部

分
会
と
共
催
で
開
催
す
る
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
茶
摘
み
や
茶
園
散
策
、

お
菓
子
作
り
、茶
話
会
な
ど
で
交
流
。

一
日
楽
し
め
る
お
茶
づ
く
し
の
イ
ベ

ン
ト
を
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
29
日（
日
・
祝
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分
。
雨
天
決
行
。

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　市
は
４
月
１
日
、
健
康
長
寿

定
期
の
対
象
年
齢
を
こ
れ
ま
で

の
70
歳
以
上
か
ら
、
65
歳
以
上

に
拡
充
し「
健
康
長
寿
定
期
65
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ
れ

に
伴
い
、
お
た
め
し
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
健
康
長
寿
定
期

65
を
使
っ
て
、
あ
や
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
１
日（
日
）〜
30
日

（
月
・
振
）。
内
容
／
健
康
長
寿

定
期
65
の
１
か
月
分
（
３
０
０

０
円
）
が
半
額
。
購
入
場
所
／

市
民
協
働
課
、
あ
や
べ
観
光
案

内
所
（
駅
前
通
り
）、
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）。
そ
の

他
／
購
入
す
る
と
き
は
、
保
険
証
な

ど
の
年
齢
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委
員

会
は
、Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道
で
市

外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在
住
の
大

学
生
と
専
門
学
校
生
、
予
備
校
生
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
５
分
の
１

（
年
間
の
上
限
は
５
万
円
）
を
補
助

Ｊ
Ｒ
２
０
１
８
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

通
学
定
期
券
補
助

茶
縁
〜
茶
畑
で
婚
活
〜

海
上
保
安
学
校
学
生

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

４
月
８
日
は
京
都
府
知
事
選
挙

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

□ケアマネジャー
□ケアワーカー

□保育士

健
康
長
寿
定
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

※職種  介護職員、生活支援員、リハビリ職（PT・OT・ST）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員のパートも
　同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

※只今、雛人形展示中で～す！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気！

募 

集
募 

集

春
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

2,500円前
売
り

5月27日日
14：00～

《指定席》
2,000円《自由席》

米團治・吉弥
二人会

出演：桂米團治・桂吉弥・桂團治郎
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綾
部
の
魅
力
や
観
光
資
源
を
発

掘
し
、
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

「
第
17
回
あ
や
べ
観
光
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」（
市
観
光
協
会
主
催
）。

こ
の
ほ
ど
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、

大
賞
に
安
達
秀
敏
さ
ん（
青
野
町
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
力
作
集
ま
る

市
観
光
協
会（
平
野
正
明
会
長
）

は
「
輝
く
あ
や
べ
・
再
発
見
」
を

テ
ー
マ
に
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
綾
部
の
景
色
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
写
真
を
募
集
。
市
内
外
の

50
人
か
ら
１
７
８
点
の
応
募
が
あ

り
、
大
賞
１
点
と
特
選
５
点
、
入

選
７
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。大
賞
、

特
選
以
外
の
入
選
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

梅
原
隆
（
上
野
町
・
再
掲
）▽

門
翔
大
（
位
田
町
）▽
白
木
文
枝

（
福
知
山
市
）▽
阪
田
清（
舞
鶴
市
）

▽
松
岡
秀
雄
（
同
）▽
大
澤
敏
夫

（
南
丹
市
）▽
塩
見
芳
隆
（
京
都

市
）。入

選
作
品
は
、
３
月
末
か
ら
あ

や
べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）

で
展
示
。
以
降
、天
文
館
（
里
町
）

や
あ
や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）
な

ど
市
内
各
所
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

入賞作品決まる
第17回 あやべ観光写真コンテスト

憩

　の

　汀
　
　
　安
　達
　秀
　敏
（
青
野
町
）

い
こ
い

み
ぎ
わ

特 

選

大 

賞
綾
部
市
長
賞

綾部商工会議所賞
夏ものがたり 築 山 忠 則（京丹波町） あやべ市民新聞社賞

嬉し楽し“綾部Life”♪ 藤 﨑 優 子（井倉町）
京都府観光連盟賞
水生園の春 鈴　木　　隆（岡町）

綾部市文化協会賞
何を詠む 梅　原　　隆（上野町）

京都新聞賞
古への誘い 蘓 理 忠 則（福知山市）

7

市内産が全国生産量の７割を占める、
鹿ケ谷かぼちゃを使用し商品開発を行っ
た「鹿ケ谷かぼちゃプロジェクト」。府
立綾部高等学校由良川キャンパス、綾部
青年会議所、ワークショップサクラティ
エ、タマヤ株式会社の４者が協働で取り
組んだ同プロジェクトが、永井奨励賞を
受賞。２月22日に市役所で授賞式が行
われました。また、開発されたソフトク
ッキーが、内閣府等が後援する、ふるさ
と名品オブ・ザ・イヤー2017「自治体
が勧めるまちの逸品」部門で優秀賞を獲
得。この日、表彰状が伝達されました。

鹿ケ谷かぼちゃプロジェクトW受賞

府内初となる「手話言語の確立及び多
様なコミュニケーション手段の促進に関
する条例」の施行を前に、同条例検討委
員会が３月３日、里町の中丹文化会館で
「いま、つながり合おう」と題して市民
向け講演会を開催。ニュースキャスター
の辛坊治郎さんによる講演と同条例の理
解を深めるためのパネルディスカッショ
ン＝写真＝が行われました。

障害がある人もない人も
  つながり合えるまちを ―

世界に貢献できる人材育成を
世界連邦市民学習会

山崎善也市長が市内の中学校で、卒業を控えた３
年生を前に「市長のふるさと講座～はばたく君への
メッセージ～」を開催。綾部の歴史や文化などとと
もに、夢に向かって努力することの大切さなどを伝
え、ふるさとに愛着と誇りを持って頑張ってほし
いとエールを送りました。（写真は２月21日、物
部町の何北中学校で）

綾部に愛着と誇りを ―市長のふるさと講座

市は２月15日、府、舞鶴市とともに株
式会社セブン‐イレブン・ジャパンとの
間で、「中丹ふるさとを守る活動に関す
る協定」を締結。この協定により、店舗等
での高齢者の見守り活動が行われ、異変
があった際には市が連携して対応します｡

セブンイレブンと高齢者の見守り協定

世界連邦市民学習会が２月12日、並松町の市民セ
ンターで開かれました。綾部世界連邦運動協会（鹿子
木旦夫会長）主催。京都学園大学非常勤講師の矢野裕
巳さんは講演でトランプ米大統領のエルサレム首都宣
言など揺れる中東情勢について分かりやすく解説。イ
スラエルとパレスチナの若者に対話の機会を与える中
東和平プロジェクトの意義や世界に貢献できる人材育
成の必要性などについて訴えました。
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光
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綾
部
中
学
校
で
は
、
木
金
工
室

と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
約
２

６
０
平
方
㍍
を
給
食
室
へ
と
改

修
。
併
せ
て
木
金
工
室
の
移
設
も

行
い
ま
し
た
。
事
業
費
は
約
１
億

３
９
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
八

田
中
学
校
で
は
約
１
６
０
平
方
㍍

の
給
食
室
を
新
設
。
校
舎
と
の
間

に
渡
り
廊
下
も
整
備
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
約
８
１
０
０
万
円
で
す
。

調
理
員
の
研
修
や
食
材
の
納
入

業
者
の
選
定
等
を
経
て
、
５
月
か

ら
給
食
を
開
始
予
定
。
こ
の
２
校

で
は
従
来
、
昼
食
時
に
牛
乳
の
み

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

整
備
に
よ
り
、
府
内
で
唯
一
、
全

小
・
中
学
校
で
自
校
調
理
方
式
を

採
用
し
た
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

“

ラ
ボ
ッ
ト„

の
時
代
!?

 

〝
ラ
ボ
ッ
ト
〞と
は
「
ラ
ブ
」

＋「
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
合
成
語
で
、

感
情
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ

と
を
言
う
ら
し
い
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら

学
習
し
人
間
に
近
づ
こ
う
と
し

た
結
果
、
ラ
ブ
（
愛
情
）
だ
け

で
な
く
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
併

せ
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
が
近
未
来
に

誕
生
す
る
と
い
う
。Ｓ
Ｆ
映
画

の
よ
う
な
時
代
の
到
来
も
近
い

と
い
う
こ
と
か
。

　と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
労
働

人
口
は
今
後
急
速
に
縮
む
方
向

に
あ
る
。
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
と
称
さ
れ
た
団
塊
の
世
代

（
昭
和
22
〜
24
年
生
）
は
計
８

０
６
万
人
に
も
及
び
、
今
後
70

歳
を
迎
え
て
１
年
あ
た
り
２
５

０
万
人
が
労
働
現
場
か
ら
引
退

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方

で
今
年
、
成
人
し
た
若
者
は
１

２
０
万
人
強
で
戦
後
の
経
済
成

長
を
支
え
た
世
代
の
お
よ
そ
半

分
。
単
純
に
計
算
す
る
と
働
き

手
が
年
間
１
０
０
万
人
以
上
足

り
な
く
な
る
勘
定
で
、
10
年
単

位
で
み
る
と
１
０
０
０
万
人
を

超
え
る
規
模
で
労
働
市
場
が
縮

む
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
一

昨
年
の
出
生
者
数
は
97
万
人

で
、
１
０
０
万
人
を
切
る
水
準

に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　重
要
な
こ
と
は
こ
の
差
を
ど

う
や
っ
て
補
っ
て
い
く
の
か…

。

我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ

の
解
決
策
は
限
ら
れ
て
お
り
、

定
年
延
長
や
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
、
も
し
く
は
Ａ
Ｉ
・

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
省
力

化
を
進
め
る
し
か
な
い
と
も
ー
。

答
え
は
そ
の
合
わ
せ
技
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
進
化
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
に
人
間
が
使
わ
れ
る
時

代
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

さ
ら
に
は
情
を
持
っ
た
〝
ラ

ボ
ッ
ト
〞と
恋
を
語
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
あ
ろ
う
か…

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

97

だ
ん 

か
い

市
は
２
月
９
日
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
運

営
に
つ
い
て
、
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
（
木
下
芳
信
会
長
）

か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
１
人

当
た
り
の
国
保
料
は
据
え
置
き

で
、
関
連
予
算
案
を
市
議
会
３
月

定
例
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ

れ
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し
合

い
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
制

度
で
す
。
し
か
し
近
年
は
、
加
入

者
が
減
少
。歳
入
が
減
る
一
方
で
、

医
療
費
な
ど
の
歳
出
は
増
え
て
い

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
府
も
４
月

か
ら
は
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
国
保
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。市
で
は
引
き
続
き
、

保
険
証
な
ど
の
発
行
や
保
険
料
の

決
定
、
保
健
事
業
な
ど
を
担
い
ま

す
。
手
続
き
等
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
市
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
制

度
改
正
に
あ
た
り
引
き
上
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
、
国
に
よ
っ
て
激
変

緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
６
年
連

続
で
保
険
料
を
据
え
置
く
目
途
が

つ
き
ま
し
た
。

１
人
当
た
り
年
平
均
の
国
保
料

は
、
医
療
給
付
費
分
や
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
を

含
め
、
前
年
度
と
同
額
の
７
万
６

６
３
８
円
で
す
。詳
し
く
は
市
民
・

国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６
へ
。

都
道
府
県
化
で

府
も
共
同
保
険
者
に

激
変
緩
和
に
よ
り
保
険
料
を
抑
制

木下会長から答申を受ける山﨑清吾副市長

Ｑ.受診の仕方は変わるの？
Ａ.これまでと変わりません。

Ｑ.保険証は変わるの？
Ａ.様式の一部が変わります。一斉更新時
期に合わせて３月中に新たな保険証を
お送りします。

平成30
年度

国保料
６年連続
  据え置きに
６年連続
  据え置きに

国保の　
　

都道府県
化

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

　　　   学校給食には、食に関
　   する正しい知識と望ましい食習
   慣を伝える役割もあります。新たに
 始まる綾部中、八田中でも
成長期にある生徒の健康を
考え、旬の食材を使用し、
食文化への理解も深まる
  充実した内容で安全・
　 安心な給食を提
　　  供します。

◀大型の調理器具を備え
　約５５０人の生徒への給食を調理する
　綾部中学校の給食室

◀約60人の生徒に
　温かい昼食を提供する
　八田中学校の給食室

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

　
市
教
委
が
整
備
し
て
い
た
綾
部
中
と
八
田
中
の
給
食
室
が
こ
の
ほ
ど

完
成
。
５
月
か
ら
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
、
自
校
調
理
方
式
に
よ

る
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

学校教育課
大槻友紀 管理栄養士

全
小・中
学
校
で
自
校
調
理

丹の国まつりパレード
子ども会や鼓笛隊、スポーツ少年団、武者行列などが市街
地をパレード
由良川花庭園（9:45頃）⇒西町アイタウン（10:10頃）⇒
⇒広小路通り（10:40頃）⇒駅南広場（11:00頃）
西町アイタウン
丹の国プロレス、ヤカーリング大会、三輪車レース大会、
coconスペシャルライブ、手形こいのぼり作成 など
駅南広場（駅前通り）
ジャンケン大会、お楽しみ大抽選会、
社会体験！商店街おつかいウォークラリー など
Ⅰ・Ｔビル（西町一丁目）
芸能発表会、お茶席 など
その他
屋台村、レジェンドオブ
ホクトヒーローショー、
演奏会 など

４月29日
岩づき盆栽教室（10：00～）、菊栽培教室大菊の部（13：30～）、
綾部中学校ブラスバンド部演奏会（9：00～、9：45～の２回）、
園芸何でもオークション（正午～、５月３日も同時刻に開催）、
ツリークライミング（10：00～、正午～、14：00～の３回）など

４月30日
多肉植物寄せ植え・栽培教室（10：00～）、魔法の鉢つくり
教室（13：30～）、綾部高等学校吹奏楽部演奏会（10：00～）、
バルーンアート（13：30～）など

※各教室は４月18日(水)までに申し込み必要

▲期間中は福引きや相談会、
　工作教室なども行われます

◀チューリップで作るまゆピーの
　「でか！花壇（30㍍×40㍍）」も
　（写真は完成イメージ）

三輪車レースは出場者募集中▶

あやべ 　  の国まつり丹丹 あやべ由良川　　壇展花花
４月29日
午前10時～

４月29日～5月3日
午前9時～午後4時

場所：由良川花庭園（青野町）

問あやべ丹の国まつり
　実行委員会
　（綾部商工会議所内）
　☎（42）0701

問シルバー人材センター　☎（42）9030

引
き
落
と
さ
れ
る「
当
月
末
振
替（
早

割
）」
が
あ
り
ま
す
。
早
割
で
は
月

額
50
円
を
割
り
引
き
。
こ
の
ほ
か
、

前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険
料
を

免
除
（
猶
予
）
す
る
制
度
が
、
学
生

に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
制
度
に
は
、

申
請
者
の
前
年
中
の
所
得
（
１
月
分

か
ら
６
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
中

の
所
得
）な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
年
金
手
帳
と
申
請
者
の

印
鑑
（
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合

の
み
）
の
ほ
か
、
離
職
し
た
人
は
離

職
票
か
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

学
生
は
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

　☎
０
７
７
３（
76
）８
８
２
６

　市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰
り

で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
が

多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
綾
部
の
自
然

　４
月
８
日
は
、
京
都
府
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
８
日（
日
）午
前
７
時
〜

午
後
８
時
（
一
部
の
投
票
所
は
午
後

７
時
ま
で
）。
期
日
前
投
票
／
３
月

23
日（
金
）〜
４
月
７
日（
土
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
。
場
所
は
市
役

所
１
階
会
議
室
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

　平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
４
９
０
円
で
す
。
ま
た
、
こ

の
額
に
加
え
、
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給

す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
。

　１
年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場
合

は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
引

き
落
と
さ
れ
る
「
翌
月
末
振
替
」
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の
月
末
に

し
ま
す
。

対
象
／
平
成
29
年
10
月
１
日（
日
）

〜
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）に
期
限

切
れ
と
な
る
定
期
券
。
申
請
期
間
／

４
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）。
申
請

／
申
請
書
に
利
用
済
み
の
定
期
券

（
写
し
可
）、
在
学
証
明
書
（
学
生
証

の
写
し
可
）、
住
民
票
を
添
え
て
、

市
民
協
働
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
３
月
17
日（
土
）か
ら
は
、
綾
部

駅
を
午
後
８
時
13
分
に
発
車
す
る
便

が
最
終
特
急
列
車
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、滞
在
時
間
が
増
え
、ビ
ジ

ネ
ス
・
観
光
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り

ま
す
。

　ま
た
同
日
か
ら
、
列
車
が
今
ど
こ

に
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い
遅
れ
て

い
る
の
か
を
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
等

で
確
か
め
ら
れ
る「
列
車
走
行
位
置

サ
ー
ビ
ス
」
の
エ
リ
ア
が
拡
大
。
京

都―

福
知
山
間
、
綾
部―

東
舞
鶴
間

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様

セ
ン
タ
ー
へ
（
午
前
６
時
〜
午
後
11

時
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０（
00
）２
４
８
６

や
歴
史
、
文
化
を
感
じ
な
が
ら
歩
き

ま
せ
ん
か
。い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

昼
食
や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ゆ
ら
り
綾
部
花
め
ぐ
り
漫
歩
＝
コ
ー

ス
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
や
紫

水
ヶ
丘
、
大
本
神
苑
な
ど
を
巡
る
約

８
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。参
加
費
／
５
０
０
円
。

最
少
催
行
人
数
／
６
人
。
申
込
み
／

４
月
３
日（
火
）午
後
５
時
ま
で
に
観

光
協
会
へ
。
小
畑
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

の
尾
根
歩
き
＝
コ
ー
ス
／
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
の
咲
く
秋
葉
神
社
参
道
や
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
大
木
、
小
畑
城
址
な
ど
を

巡
る
約
５
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
７
日

（
土
）午
前
10
時
集
合
。
雨
天
の
場
合

は
翌
日
８
日（
日
）に
順
延
。
集
合
場

所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０
０
０
円
。

申
込
み
／
４
月
６
日（
金
）午
後
５
時

ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

綾
部
丹
波
の
カ
ラ
ス
寺
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
＝
コ
ー
ス
／
楞
厳
寺
や
赤
國
神
社

な
ど
を
巡
る
約
12
㌔
㍍
。
日
時
／
４

月
18
日（
水
）午
前
10
時
10
分
集
合
。

雨
天
中
止
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
観

光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参
加
費

／
５
０
０
円
。
楞
厳
寺
で
カ
ラ
ス
の

襖
絵
鑑
賞
を
希
望
す
る
人
は
別
途
２

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
課

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視

察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限
る
）。
利

用
回
数
／
１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。

予
約
順
／
利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎

月
１
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
そ

の
翌
日
）
の
抽
選
会
で
決
定
。
抽
選

会
終
了
後
は
、
利
用
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。
11
月
分
抽
選
会
／
５
月
１
日

（
火
）。
時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所

／
民
生
児
童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
７
２
１
人
（
男
１
５
７

２
６
、
女
１
６
９
９
５
）。
世
帯
数

は
１
３
７
２
３
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
対
象
／
20
〜
39

歳
の
独
身
男
女
。
定
員
／
男
女
各
10

人
。参
加
費
／
男
性
＝
３
５
０
０
円
。

女
性
＝
２
５
０
０
円
。
持
ち
物
／
茶

摘
み
な
ど
が
で
き
る
汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
タ
オ
ル
。
雨
天
時
は
か
っ
ぱ

や
長
靴
な
ど
の
雨
具
。
申
込
み
／
事

前
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　海
上
保
安
庁
は
、
船
舶
運
航
シ
ス

テ
ム
課
程
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

卒
業
後
は
、
海
上
保
安
官
と
し
て
勤

務
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
①
平
成
30
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
。②
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者
。試
験
日
／
５
月
13
日（
日
）。

申
込
み
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝

３
月
30
日（
金
）〜
４
月
６
日（
金
）。

郵
送
・
持
参
＝
３
月
30
日（
金
）〜
４

月
３
日（
火
）。
採
用
予
定
時
期
／
平

成
30
年
10
月
。

０
０
円
必
要
。
最
少
催
行
人
数
／
６

人
。
申
込
み
／
４
月
15
日（
日
）午
後

５
時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。春
の「
空

山
・
秋
葉
講
」
交
流
登
山
＝
コ
ー
ス

／
里
地
散
策
や
慈
雲
山
普
門
院
見
学

の
後
、空
山
の
山
頂
で
住
民
と
交
流
。

登
山
道
が
急
傾
斜
の
た
め
、健
脚
者

向
け
で
す
。日
時
／
４
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０

０
０
円
。
申
込
み
／
４
月
21
日（
土
）

午
後
５
時
ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ

や
べ
へ
。

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
は
、
日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
北
中
部

分
会
と
共
催
で
開
催
す
る
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
茶
摘
み
や
茶
園
散
策
、

お
菓
子
作
り
、茶
話
会
な
ど
で
交
流
。

一
日
楽
し
め
る
お
茶
づ
く
し
の
イ
ベ

ン
ト
を
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
29
日（
日
・
祝
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分
。
雨
天
決
行
。

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　市
は
４
月
１
日
、
健
康
長
寿

定
期
の
対
象
年
齢
を
こ
れ
ま
で

の
70
歳
以
上
か
ら
、
65
歳
以
上

に
拡
充
し「
健
康
長
寿
定
期
65
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ
れ

に
伴
い
、
お
た
め
し
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
健
康
長
寿
定
期

65
を
使
っ
て
、
あ
や
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
１
日（
日
）〜
30
日

（
月
・
振
）。
内
容
／
健
康
長
寿

定
期
65
の
１
か
月
分
（
３
０
０

０
円
）
が
半
額
。
購
入
場
所
／

市
民
協
働
課
、
あ
や
べ
観
光
案

内
所
（
駅
前
通
り
）、
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）。
そ
の

他
／
購
入
す
る
と
き
は
、
保
険
証
な

ど
の
年
齢
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委
員

会
は
、Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道
で
市

外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在
住
の
大

学
生
と
専
門
学
校
生
、
予
備
校
生
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
５
分
の
１

（
年
間
の
上
限
は
５
万
円
）
を
補
助

Ｊ
Ｒ
２
０
１
８
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

通
学
定
期
券
補
助

茶
縁
〜
茶
畑
で
婚
活
〜

海
上
保
安
学
校
学
生

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

４
月
８
日
は
京
都
府
知
事
選
挙

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

□ケアマネジャー
□ケアワーカー

□保育士

健
康
長
寿
定
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

※職種  介護職員、生活支援員、リハビリ職（PT・OT・ST）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員のパートも
　同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

※只今、雛人形展示中で～す！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気！

募 

集
募 

集

春
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

2,500円前
売
り

5月27日日
14：00～

《指定席》
2,000円《自由席》

米團治・吉弥
二人会

出演：桂米團治・桂吉弥・桂團治郎

5 4

綾
部
中
学
校
で
は
、
木
金
工
室

と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
約
２

６
０
平
方
㍍
を
給
食
室
へ
と
改

修
。
併
せ
て
木
金
工
室
の
移
設
も

行
い
ま
し
た
。
事
業
費
は
約
１
億

３
９
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
八

田
中
学
校
で
は
約
１
６
０
平
方
㍍

の
給
食
室
を
新
設
。
校
舎
と
の
間

に
渡
り
廊
下
も
整
備
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
約
８
１
０
０
万
円
で
す
。

調
理
員
の
研
修
や
食
材
の
納
入

業
者
の
選
定
等
を
経
て
、
５
月
か

ら
給
食
を
開
始
予
定
。
こ
の
２
校

で
は
従
来
、
昼
食
時
に
牛
乳
の
み

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

整
備
に
よ
り
、
府
内
で
唯
一
、
全

小
・
中
学
校
で
自
校
調
理
方
式
を

採
用
し
た
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

“

ラ
ボ
ッ
ト„

の
時
代
!?

 

〝
ラ
ボ
ッ
ト
〞と
は
「
ラ
ブ
」

＋「
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
合
成
語
で
、

感
情
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ

と
を
言
う
ら
し
い
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら

学
習
し
人
間
に
近
づ
こ
う
と
し

た
結
果
、
ラ
ブ
（
愛
情
）
だ
け

で
な
く
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
併

せ
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
が
近
未
来
に

誕
生
す
る
と
い
う
。Ｓ
Ｆ
映
画

の
よ
う
な
時
代
の
到
来
も
近
い

と
い
う
こ
と
か
。

　と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
労
働

人
口
は
今
後
急
速
に
縮
む
方
向

に
あ
る
。
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
と
称
さ
れ
た
団
塊
の
世
代

（
昭
和
22
〜
24
年
生
）
は
計
８

０
６
万
人
に
も
及
び
、
今
後
70

歳
を
迎
え
て
１
年
あ
た
り
２
５

０
万
人
が
労
働
現
場
か
ら
引
退

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方

で
今
年
、
成
人
し
た
若
者
は
１

２
０
万
人
強
で
戦
後
の
経
済
成

長
を
支
え
た
世
代
の
お
よ
そ
半

分
。
単
純
に
計
算
す
る
と
働
き

手
が
年
間
１
０
０
万
人
以
上
足

り
な
く
な
る
勘
定
で
、
10
年
単

位
で
み
る
と
１
０
０
０
万
人
を

超
え
る
規
模
で
労
働
市
場
が
縮

む
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
一

昨
年
の
出
生
者
数
は
97
万
人

で
、
１
０
０
万
人
を
切
る
水
準

に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　重
要
な
こ
と
は
こ
の
差
を
ど

う
や
っ
て
補
っ
て
い
く
の
か…

。

我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ

の
解
決
策
は
限
ら
れ
て
お
り
、

定
年
延
長
や
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
、
も
し
く
は
Ａ
Ｉ
・

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
省
力

化
を
進
め
る
し
か
な
い
と
も
ー
。

答
え
は
そ
の
合
わ
せ
技
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
進
化
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
に
人
間
が
使
わ
れ
る
時

代
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

さ
ら
に
は
情
を
持
っ
た
〝
ラ

ボ
ッ
ト
〞と
恋
を
語
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
あ
ろ
う
か…

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

97

だ
ん 

か
い

市
は
２
月
９
日
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
運

営
に
つ
い
て
、
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
（
木
下
芳
信
会
長
）

か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
１
人

当
た
り
の
国
保
料
は
据
え
置
き

で
、
関
連
予
算
案
を
市
議
会
３
月

定
例
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ

れ
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し
合

い
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
制

度
で
す
。
し
か
し
近
年
は
、
加
入

者
が
減
少
。歳
入
が
減
る
一
方
で
、

医
療
費
な
ど
の
歳
出
は
増
え
て
い

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
府
も
４
月

か
ら
は
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
国
保
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。市
で
は
引
き
続
き
、

保
険
証
な
ど
の
発
行
や
保
険
料
の

決
定
、
保
健
事
業
な
ど
を
担
い
ま

す
。
手
続
き
等
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
市
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
制

度
改
正
に
あ
た
り
引
き
上
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
、
国
に
よ
っ
て
激
変

緩
和
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
６
年
連

続
で
保
険
料
を
据
え
置
く
目
途
が

つ
き
ま
し
た
。

１
人
当
た
り
年
平
均
の
国
保
料

は
、
医
療
給
付
費
分
や
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
を

含
め
、
前
年
度
と
同
額
の
７
万
６

６
３
８
円
で
す
。詳
し
く
は
市
民
・

国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６
へ
。

都
道
府
県
化
で

府
も
共
同
保
険
者
に

激
変
緩
和
に
よ
り
保
険
料
を
抑
制

木下会長から答申を受ける山﨑清吾副市長

Ｑ.受診の仕方は変わるの？
Ａ.これまでと変わりません。

Ｑ.保険証は変わるの？
Ａ.様式の一部が変わります。一斉更新時
期に合わせて３月中に新たな保険証を
お送りします。

平成30
年度

国保料
６年連続
  据え置きに
６年連続
  据え置きに

国保の　
　

都道府県
化

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

　　　   学校給食には、食に関
　   する正しい知識と望ましい食習
   慣を伝える役割もあります。新たに
 始まる綾部中、八田中でも
成長期にある生徒の健康を
考え、旬の食材を使用し、
食文化への理解も深まる
  充実した内容で安全・
　 安心な給食を提
　　  供します。

◀大型の調理器具を備え
　約５５０人の生徒への給食を調理する
　綾部中学校の給食室

◀約60人の生徒に
　温かい昼食を提供する
　八田中学校の給食室

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

綾
部
中
、八
田
中
に
給
食
室

５
月
か
ら
給
食
開
始

　
市
教
委
が
整
備
し
て
い
た
綾
部
中
と
八
田
中
の
給
食
室
が
こ
の
ほ
ど

完
成
。
５
月
か
ら
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
、
自
校
調
理
方
式
に
よ

る
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

学校教育課
大槻友紀 管理栄養士

全
小・中
学
校
で
自
校
調
理

丹の国まつりパレード
子ども会や鼓笛隊、スポーツ少年団、武者行列などが市街
地をパレード
由良川花庭園（9:45頃）⇒西町アイタウン（10:10頃）⇒
⇒広小路通り（10:40頃）⇒駅南広場（11:00頃）
西町アイタウン
丹の国プロレス、ヤカーリング大会、三輪車レース大会、
coconスペシャルライブ、手形こいのぼり作成 など
駅南広場（駅前通り）
ジャンケン大会、お楽しみ大抽選会、
社会体験！商店街おつかいウォークラリー など
Ⅰ・Ｔビル（西町一丁目）
芸能発表会、お茶席 など
その他
屋台村、レジェンドオブ
ホクトヒーローショー、
演奏会 など

４月29日
岩づき盆栽教室（10：00～）、菊栽培教室大菊の部（13：30～）、
綾部中学校ブラスバンド部演奏会（9：00～、9：45～の２回）、
園芸何でもオークション（正午～、５月３日も同時刻に開催）、
ツリークライミング（10：00～、正午～、14：00～の３回）など

４月30日
多肉植物寄せ植え・栽培教室（10：00～）、魔法の鉢つくり
教室（13：30～）、綾部高等学校吹奏楽部演奏会（10：00～）、
バルーンアート（13：30～）など

※各教室は４月18日(水)までに申し込み必要

▲期間中は福引きや相談会、
　工作教室なども行われます

◀チューリップで作るまゆピーの
　「でか！花壇（30㍍×40㍍）」も
　（写真は完成イメージ）

三輪車レースは出場者募集中▶

あやべ 　  の国まつり丹丹 あやべ由良川　　壇展花花
４月29日
午前10時～

４月29日～5月3日
午前9時～午後4時

場所：由良川花庭園（青野町）

問あやべ丹の国まつり
　実行委員会
　（綾部商工会議所内）
　☎（42）0701

問シルバー人材センター　☎（42）9030

引
き
落
と
さ
れ
る「
当
月
末
振
替（
早

割
）」
が
あ
り
ま
す
。
早
割
で
は
月

額
50
円
を
割
り
引
き
。
こ
の
ほ
か
、

前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険
料
を

免
除
（
猶
予
）
す
る
制
度
が
、
学
生

に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
制
度
に
は
、

申
請
者
の
前
年
中
の
所
得
（
１
月
分

か
ら
６
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
中

の
所
得
）な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
年
金
手
帳
と
申
請
者
の

印
鑑
（
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合

の
み
）
の
ほ
か
、
離
職
し
た
人
は
離

職
票
か
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

学
生
は
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

　☎
０
７
７
３（
76
）８
８
２
６

　市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰
り

で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
が

多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
綾
部
の
自
然

　４
月
８
日
は
、
京
都
府
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
８
日（
日
）午
前
７
時
〜

午
後
８
時
（
一
部
の
投
票
所
は
午
後

７
時
ま
で
）。
期
日
前
投
票
／
３
月

23
日（
金
）〜
４
月
７
日（
土
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
８
時
。
場
所
は
市
役

所
１
階
会
議
室
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

　平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
４
９
０
円
で
す
。
ま
た
、
こ

の
額
に
加
え
、
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給

す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
。

　１
年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場
合

は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
引

き
落
と
さ
れ
る
「
翌
月
末
振
替
」
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の
月
末
に

し
ま
す
。

対
象
／
平
成
29
年
10
月
１
日（
日
）

〜
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）に
期
限

切
れ
と
な
る
定
期
券
。
申
請
期
間
／

４
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）。
申
請

／
申
請
書
に
利
用
済
み
の
定
期
券

（
写
し
可
）、
在
学
証
明
書
（
学
生
証

の
写
し
可
）、
住
民
票
を
添
え
て
、

市
民
協
働
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
３
月
17
日（
土
）か
ら
は
、
綾
部

駅
を
午
後
８
時
13
分
に
発
車
す
る
便

が
最
終
特
急
列
車
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、滞
在
時
間
が
増
え
、ビ
ジ

ネ
ス
・
観
光
が
さ
ら
に
便
利
に
な
り

ま
す
。

　ま
た
同
日
か
ら
、
列
車
が
今
ど
こ

に
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い
遅
れ
て

い
る
の
か
を
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
等

で
確
か
め
ら
れ
る「
列
車
走
行
位
置

サ
ー
ビ
ス
」
の
エ
リ
ア
が
拡
大
。
京

都―

福
知
山
間
、
綾
部―

東
舞
鶴
間

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様

セ
ン
タ
ー
へ
（
午
前
６
時
〜
午
後
11

時
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０（
00
）２
４
８
６

や
歴
史
、
文
化
を
感
じ
な
が
ら
歩
き

ま
せ
ん
か
。い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

昼
食
や
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ゆ
ら
り
綾
部
花
め
ぐ
り
漫
歩
＝
コ
ー

ス
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
や
紫

水
ヶ
丘
、
大
本
神
苑
な
ど
を
巡
る
約

８
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
６
日（
金
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。参
加
費
／
５
０
０
円
。

最
少
催
行
人
数
／
６
人
。
申
込
み
／

４
月
３
日（
火
）午
後
５
時
ま
で
に
観

光
協
会
へ
。
小
畑
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

の
尾
根
歩
き
＝
コ
ー
ス
／
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
の
咲
く
秋
葉
神
社
参
道
や
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
大
木
、
小
畑
城
址
な
ど
を

巡
る
約
５
㌔
㍍
。
日
時
／
４
月
７
日

（
土
）午
前
10
時
集
合
。
雨
天
の
場
合

は
翌
日
８
日（
日
）に
順
延
。
集
合
場

所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０
０
０
円
。

申
込
み
／
４
月
６
日（
金
）午
後
５
時

ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

綾
部
丹
波
の
カ
ラ
ス
寺
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
＝
コ
ー
ス
／
楞
厳
寺
や
赤
國
神
社

な
ど
を
巡
る
約
12
㌔
㍍
。
日
時
／
４

月
18
日（
水
）午
前
10
時
10
分
集
合
。

雨
天
中
止
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
観

光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参
加
費

／
５
０
０
円
。
楞
厳
寺
で
カ
ラ
ス
の

襖
絵
鑑
賞
を
希
望
す
る
人
は
別
途
２

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
課

　☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

　市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視

察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限
る
）。
利

用
回
数
／
１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。

予
約
順
／
利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎

月
１
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
そ

の
翌
日
）
の
抽
選
会
で
決
定
。
抽
選

会
終
了
後
は
、
利
用
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。
11
月
分
抽
選
会
／
５
月
１
日

（
火
）。
時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所

／
民
生
児
童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
７
２
１
人
（
男
１
５
７

２
６
、
女
１
６
９
９
５
）。
世
帯
数

は
１
３
７
２
３
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
４

件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
対
象
／
20
〜
39

歳
の
独
身
男
女
。
定
員
／
男
女
各
10

人
。参
加
費
／
男
性
＝
３
５
０
０
円
。

女
性
＝
２
５
０
０
円
。
持
ち
物
／
茶

摘
み
な
ど
が
で
き
る
汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
タ
オ
ル
。
雨
天
時
は
か
っ
ぱ

や
長
靴
な
ど
の
雨
具
。
申
込
み
／
事

前
に
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
へ
。

問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　海
上
保
安
庁
は
、
船
舶
運
航
シ
ス

テ
ム
課
程
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

卒
業
後
は
、
海
上
保
安
官
と
し
て
勤

務
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
①
平
成
30
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
。②
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者
。試
験
日
／
５
月
13
日（
日
）。

申
込
み
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝

３
月
30
日（
金
）〜
４
月
６
日（
金
）。

郵
送
・
持
参
＝
３
月
30
日（
金
）〜
４

月
３
日（
火
）。
採
用
予
定
時
期
／
平

成
30
年
10
月
。

０
０
円
必
要
。
最
少
催
行
人
数
／
６

人
。
申
込
み
／
４
月
15
日（
日
）午
後

５
時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。春
の「
空

山
・
秋
葉
講
」
交
流
登
山
＝
コ
ー
ス

／
里
地
散
策
や
慈
雲
山
普
門
院
見
学

の
後
、空
山
の
山
頂
で
住
民
と
交
流
。

登
山
道
が
急
傾
斜
の
た
め
、健
脚
者

向
け
で
す
。日
時
／
４
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
10
分
集
合
。
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ

ー
（
鍛
治
屋
町
）。
参
加
費
／
１
０

０
０
円
。
申
込
み
／
４
月
21
日（
土
）

午
後
５
時
ま
で
に
里
山
ね
っ
と
・
あ

や
べ
へ
。

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
は
、
日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
北
中
部

分
会
と
共
催
で
開
催
す
る
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
茶
摘
み
や
茶
園
散
策
、

お
菓
子
作
り
、茶
話
会
な
ど
で
交
流
。

一
日
楽
し
め
る
お
茶
づ
く
し
の
イ
ベ

ン
ト
を
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
29
日（
日
・
祝
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分
。
雨
天
決
行
。

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　市
は
４
月
１
日
、
健
康
長
寿

定
期
の
対
象
年
齢
を
こ
れ
ま
で

の
70
歳
以
上
か
ら
、
65
歳
以
上

に
拡
充
し「
健
康
長
寿
定
期
65
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ
れ

に
伴
い
、
お
た
め
し
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
健
康
長
寿
定
期

65
を
使
っ
て
、
あ
や
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
１
日（
日
）〜
30
日

（
月
・
振
）。
内
容
／
健
康
長
寿

定
期
65
の
１
か
月
分
（
３
０
０

０
円
）
が
半
額
。
購
入
場
所
／

市
民
協
働
課
、
あ
や
べ
観
光
案

内
所
（
駅
前
通
り
）、
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）。
そ
の

他
／
購
入
す
る
と
き
は
、
保
険
証
な

ど
の
年
齢
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委
員

会
は
、Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道
で
市

外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在
住
の
大

学
生
と
専
門
学
校
生
、
予
備
校
生
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
５
分
の
１

（
年
間
の
上
限
は
５
万
円
）
を
補
助

Ｊ
Ｒ
２
０
１
８
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

通
学
定
期
券
補
助

茶
縁
〜
茶
畑
で
婚
活
〜

海
上
保
安
学
校
学
生

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

４
月
８
日
は
京
都
府
知
事
選
挙

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

□ケアマネジャー
□ケアワーカー

□保育士

健
康
長
寿
定
期
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

※職種  介護職員、生活支援員、リハビリ職（PT・OT・ST）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員のパートも
　同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

※只今、雛人形展示中で～す！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気！

募 

集
募 

集

春
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

2,500円前
売
り

5月27日日
14：00～

《指定席》
2,000円《自由席》

米團治・吉弥
二人会

出演：桂米團治・桂吉弥・桂團治郎
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次
の
世
代
に
希
望
を

多
様
な
連
携
で
課
題
解
決

　
平
成
30
年
度
の
事
業
や
予
算
を
審
議
す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３

月
５
日
に
開
会
。
３
期
目
を
迎
え
た
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、「
医
・

職
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・

住
み
た
く
な
る
」
か
ら
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
」
の
実
現
を
目

指
す
市
政
運
営
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

平成31年春の完成を目指し工事が進む（仮称）新市民センター

オープンから20年が経つあやべ温泉。露天風呂や客室をリニューアル

所信を表明する山崎市長

◀子育て世帯対象の各種届出窓口の時間延長やコミュニ
　ティナース＝写真＝の増員による地域活性化支援など、
　少しの工夫と少しの予算でも市民生活に寄り添うこと
　ができる15の施策を展開

聴覚言語障害者向けの119番通報システムを導入

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
「
現

地
・
現
場
主
義
」
を
貫
き
、
国
に

先
ん
じ
て
綾
部
市
の
人
口
動
態
を

分
析
。
定
住
・
交
流
の
促
進
を
最

優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
戦
略
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
課
題
の
整
理
と
「
見
え

る
化
」
を
図
り
、
課
題
解
決
と
将

来
へ
の
種
ま
き
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
順

調
に
推
移
。
ま
い
た
種
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
芽
吹
き
、
実
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、人
口
減
少
社
会
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
次
の
世
代
に
希
望
が
見
え
る

工
夫
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
医
療
、

福
祉
、保
健
、介
護
、子
育
て
な
ど
、

広
い
意
味
で
の
「
医
」
を
充
実
。

「
職
」
と
し
て
働
く
場
所
を
確
保

し
、
生
計
を
立
て
、
次
の
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
は
、「
住
」

と
し
て
の
住
み
や
す
さ
で
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
す
。
綾
部
市
は
、

犯
罪
の
少
な
い
安
全
な
ま
ち
で
す

が
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
は
、

一
朝
一
夕
に
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
対
策
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
の
救
急
体
制
の
充

実
、
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
避

難
経
路
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に「
教
育
」。
綾
部
市
の
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
ふ

る
さ
と
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

「
国
際
理
解
教
育
」
を
軸
に
、
教
育

委
員
会
や
学
校
現
場
等
と
連
携
。

人
間
と
し
て
生
き
る
力
、
自
ら
の

力
で
自
分
の
幸
せ
を
切
り
開
い
て

い
け
る
教
育
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
「
情
報
発
信
」。
多
く
存
在
す
る

素
晴
ら
し
い
も
の
を
綾
部
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
対
外
的
に
発
信
し
ま
す
。

今
日
の
地
域
課
題
は
複
雑
、
多

様
化
し
、
市
の
対
応
だ
け
で
は
困

難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
と

の
協
働
は
も
ち
ろ
ん
、
国
や
府
、

他
の
自
治
体
、
大
学
、
民
間
企
業

な
ど
と
の
多
様
な
連
携
に
よ
る
課

題
解
決
も
図
り
ま
す
。

３
期
目
の
市
政
運
営
は
、
行
財

政
の
健
全
化
に
努
め
つ
つ
引
き
続

き
「
医
・
職
・
住
・
教
育
・
情
報

発
信
」の
５
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
し
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
医
」

で
は
、
府
北
部
で
初
め
て
乳
幼
児

健
診
時
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
活
動
を
実
施
。
産
婦
健
診
と
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
も
新
た
に
始
め
ま

す
。
ま
た
、４
月
１
日
施
行
の「
綾

部
市
手
話
言
語
の
確
立
及
び
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」を
踏
ま
え
、

市
役
所
窓
口
に
卓
上
型
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
。
聴
覚
・
言
語
障
害

者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末

か
ら
１
１
９
番
通
報
で
き
る
シ
ス

テ
ム
も
導
入
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

民
間
の
高
齢
者
介
護
施
設
の
開
設

準
備
を
支
援
し
ま
す
。

「
職
」
で
は
、
新
た
な
手
法
の

ほ
場
整
備
事
業
を
府
内
で
初
め
て

実
施
。
企
業
へ
の
緊
急
人
材
確
保

対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
商
店
街

の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
起

業
、
黒
谷
和
紙
の
普
及
促
進
等
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
北
部
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
内
に
「
綾
部
市
も

の
づ
く
り
交
流
館
」
を
開
設
。
産

学
公
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
振
興

と
産
業
人
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。 

さ
ら
に
、
海
の
京
都
・
森
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
広
域
観
光

に
取
り
組
み
、
あ
や
べ
温
泉
の
機

能
も
強
化
し
ま
す
。

「
住
」
で
は
河
川
の
改
修
や
急

傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
を
実
施
。
府

と
合
同
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
う

ほ
か
、
全
地
区
に
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

市
道
宮
代
豊
里
線
、
味
方
平
線
等

の
市
道
整
備
や
橋
り
ょ
う
の
長
寿

命
化
対
策
も
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
整
備
や
地
域
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

山
家
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
等

を
支
援
し
ま
す
。

「
教
育
・
情
報
発
信
」
で
は
小

学
校
の
大
規
模
改
修
の
ほ
か
、（
仮

称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

本
格
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学

と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
。
山
家

城
址
周
辺
史
跡
の
調
査
や
国
宝
光

明
寺
二
王
門
改
修
の
支
援
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
の
保
全
と
情
報

の
発
信
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
新
た
に
〝
市
民

生
活
に
寄
り
添
う
〞
15
事
業
で
子

育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
害
者
や

地
域
活
動
を
支
援
。
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
え
、
生
活
の
様
子
や
息

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
、
小
さ
な
ま

ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細

や
か
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

綾
部
に
は
今
、
良
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
形
に
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
今
を

生
き
る
我
々
の
大
切
な
役
割
で

す
。
こ
れ
は
、チ
ー
ム
綾
部
、オ
ー

ル
綾
部
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
そ

成
し
得
る
も
の
。
市
長
と
し
て
そ

の
先
頭
に
立
ち
、
市
民
が
自
信
と

誇
り
を
持
つ
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
綾
部
」
の
実
現
に
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

市
政
運
営
方
針

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
へ

５
つ
の
重
点
分
野
に
予
算
配
分

市
民
生
活
に
寄
り
添
う
事
業
も

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
尽
力

イメージ図
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

４～５月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治

　屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

４
月
11
日
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
16
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
18
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
19
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
４
月
12
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
20
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

　費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

４
月
17
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
健
康
手
帳

■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場 

税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

■日 

４
月
８
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

４
月
８
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
公
民
館
☎（
46
）０
３
４
５

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
幼
稚
園

■日 

４
月
10
日（
火
）＝
小
学
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　小
・
中
一
貫
校

■日 

４
月
11
日（
水
）＝
中
学
校

■場 

各
園
・
校

■問 

各
園
・
校

■日 

４
月
９
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

４
月
15
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

総
合
運
動
公
園
体
育
館（
上
杉
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）〜
５
月
３

　日
（
木
・
祝
）

■時 

10
時
〜
17
時

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）

■時 

11
時
〜
14
時
30
分

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

※

子
安
地
蔵
尊
大
祭
13
時
〜

　紅
白
も
ち
ま
き
14
時
〜

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

４
月
３
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
10
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
24
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
第
１
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

５
月
１
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
４
月
24
日（
火
）〜

27
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
15
日（
日
）  

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

４
月
５
、
12
、
19
、
26
日

　５
月
10
、
17
、
24
、
31
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

■日 

４
月
12
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
約
票
発
行
、

健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

行
政
相
談

調
停
相
談

法
律
・
登
記
相
談

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
い
セ
ン
タ
ー

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

講
座
・
教
室

平
成
30
年
度
固
定
資
産
縦
覧・閲
覧

第
42
回
さ
く
ら
祭
り

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

相

　談

糖
尿
病
教
室

綾
部
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式
兼

第
66
回
四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

入
園
式
・
入
学
式

喫
茶
シ
ボ
ラ

催
し
な
ど

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

無
料
開
放

本
庁
舎

窓
口
延
長

第
35
回
綾
部
市
美
術
展

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談
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次
の
世
代
に
希
望
を

多
様
な
連
携
で
課
題
解
決

　
平
成
30
年
度
の
事
業
や
予
算
を
審
議
す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３

月
５
日
に
開
会
。
３
期
目
を
迎
え
た
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、「
医
・

職
・
住
・
教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・

住
み
た
く
な
る
」
か
ら
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
」
の
実
現
を
目

指
す
市
政
運
営
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

平成31年春の完成を目指し工事が進む（仮称）新市民センター

オープンから20年が経つあやべ温泉。露天風呂や客室をリニューアル

所信を表明する山崎市長

◀子育て世帯対象の各種届出窓口の時間延長やコミュニ
　ティナース＝写真＝の増員による地域活性化支援など、
　少しの工夫と少しの予算でも市民生活に寄り添うこと
　ができる15の施策を展開

聴覚言語障害者向けの119番通報システムを導入

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
「
現

地
・
現
場
主
義
」
を
貫
き
、
国
に

先
ん
じ
て
綾
部
市
の
人
口
動
態
を

分
析
。
定
住
・
交
流
の
促
進
を
最

優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
戦
略
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
課
題
の
整
理
と
「
見
え

る
化
」
を
図
り
、
課
題
解
決
と
将

来
へ
の
種
ま
き
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
順

調
に
推
移
。
ま
い
た
種
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
芽
吹
き
、
実
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、人
口
減
少
社
会
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
次
の
世
代
に
希
望
が
見
え
る

工
夫
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
医
療
、

福
祉
、保
健
、介
護
、子
育
て
な
ど
、

広
い
意
味
で
の
「
医
」
を
充
実
。

「
職
」
と
し
て
働
く
場
所
を
確
保

し
、
生
計
を
立
て
、
次
の
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
は
、「
住
」

と
し
て
の
住
み
や
す
さ
で
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
す
。
綾
部
市
は
、

犯
罪
の
少
な
い
安
全
な
ま
ち
で
す

が
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
は
、

一
朝
一
夕
に
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
対
策
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
の
救
急
体
制
の
充

実
、
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
避

難
経
路
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に「
教
育
」。
綾
部
市
の
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
ふ

る
さ
と
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

「
国
際
理
解
教
育
」
を
軸
に
、
教
育

委
員
会
や
学
校
現
場
等
と
連
携
。

人
間
と
し
て
生
き
る
力
、
自
ら
の

力
で
自
分
の
幸
せ
を
切
り
開
い
て

い
け
る
教
育
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
「
情
報
発
信
」。
多
く
存
在
す
る

素
晴
ら
し
い
も
の
を
綾
部
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
対
外
的
に
発
信
し
ま
す
。

今
日
の
地
域
課
題
は
複
雑
、
多

様
化
し
、
市
の
対
応
だ
け
で
は
困

難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民
と

の
協
働
は
も
ち
ろ
ん
、
国
や
府
、

他
の
自
治
体
、
大
学
、
民
間
企
業

な
ど
と
の
多
様
な
連
携
に
よ
る
課

題
解
決
も
図
り
ま
す
。

３
期
目
の
市
政
運
営
は
、
行
財

政
の
健
全
化
に
努
め
つ
つ
引
き
続

き
「
医
・
職
・
住
・
教
育
・
情
報

発
信
」の
５
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
し
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
医
」

で
は
、
府
北
部
で
初
め
て
乳
幼
児

健
診
時
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
活
動
を
実
施
。
産
婦
健
診
と
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
も
新
た
に
始
め
ま

す
。
ま
た
、４
月
１
日
施
行
の「
綾

部
市
手
話
言
語
の
確
立
及
び
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

促
進
に
関
す
る
条
例
」を
踏
ま
え
、

市
役
所
窓
口
に
卓
上
型
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
。
聴
覚
・
言
語
障
害

者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末

か
ら
１
１
９
番
通
報
で
き
る
シ
ス

テ
ム
も
導
入
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

民
間
の
高
齢
者
介
護
施
設
の
開
設

準
備
を
支
援
し
ま
す
。

「
職
」
で
は
、
新
た
な
手
法
の

ほ
場
整
備
事
業
を
府
内
で
初
め
て

実
施
。
企
業
へ
の
緊
急
人
材
確
保

対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
商
店
街

の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
起

業
、
黒
谷
和
紙
の
普
及
促
進
等
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
北
部
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
内
に
「
綾
部
市
も

の
づ
く
り
交
流
館
」
を
開
設
。
産

学
公
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
振
興

と
産
業
人
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。 

さ
ら
に
、
海
の
京
都
・
森
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
広
域
観
光

に
取
り
組
み
、
あ
や
べ
温
泉
の
機

能
も
強
化
し
ま
す
。

「
住
」
で
は
河
川
の
改
修
や
急

傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
を
実
施
。
府

と
合
同
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
う

ほ
か
、
全
地
区
に
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

市
道
宮
代
豊
里
線
、
味
方
平
線
等

の
市
道
整
備
や
橋
り
ょ
う
の
長
寿

命
化
対
策
も
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
整
備
や
地
域
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

山
家
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
等

を
支
援
し
ま
す
。

「
教
育
・
情
報
発
信
」
で
は
小

学
校
の
大
規
模
改
修
の
ほ
か
、（
仮

称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

本
格
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学

と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
。
山
家

城
址
周
辺
史
跡
の
調
査
や
国
宝
光

明
寺
二
王
門
改
修
の
支
援
を
通

じ
、
歴
史
的
資
源
の
保
全
と
情
報

の
発
信
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
新
た
に
〝
市
民

生
活
に
寄
り
添
う
〞
15
事
業
で
子

育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
害
者
や

地
域
活
動
を
支
援
。
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
え
、
生
活
の
様
子
や
息

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
、
小
さ
な
ま

ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細

や
か
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

綾
部
に
は
今
、
良
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
形
に
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
今
を

生
き
る
我
々
の
大
切
な
役
割
で

す
。
こ
れ
は
、チ
ー
ム
綾
部
、オ
ー

ル
綾
部
の
英
知
を
結
集
し
て
こ
そ

成
し
得
る
も
の
。
市
長
と
し
て
そ

の
先
頭
に
立
ち
、
市
民
が
自
信
と

誇
り
を
持
つ
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
綾
部
」
の
実
現
に
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

市
政
運
営
方
針

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
へ

５
つ
の
重
点
分
野
に
予
算
配
分

市
民
生
活
に
寄
り
添
う
事
業
も

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
尽
力

イメージ図

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

４～５月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

　
２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　鈴
木
建
設
（
岡
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
教
育
振
興
基
金
に
》

　日
東
精
工
（
井
倉
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

　世
界
連
邦
市
民
学
習
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　３
４
４
０
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

　神
栄
（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　２
０
０
万
円

　神
栄
テ
クノ
ロ
ジ
ー（
神
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　36
件

　
　
　92
万
５
千
円

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治

　屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

４
月
11
日
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
16
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
18
日（
水
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
19
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
４
月
12
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
20
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

　費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

４
月
17
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
健
康
手
帳

■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場 

税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

■日 

４
月
８
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

４
月
８
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
公
民
館
☎（
46
）０
３
４
５

■日 

４
月
９
日（
月
）＝
幼
稚
園

■日 

４
月
10
日（
火
）＝
小
学
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　小
・
中
一
貫
校

■日 

４
月
11
日（
水
）＝
中
学
校

■場 

各
園
・
校

■問 

各
園
・
校

■日 

４
月
９
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

４
月
15
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

総
合
運
動
公
園
体
育
館（
上
杉
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）〜
５
月
３

　日
（
木
・
祝
）

■時 

10
時
〜
17
時

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

４
月
29
日（
日
・
祝
）

■時 

11
時
〜
14
時
30
分

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

※

子
安
地
蔵
尊
大
祭
13
時
〜

　紅
白
も
ち
ま
き
14
時
〜

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

４
月
３
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

４
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
10
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■日 

４
月
23
日（
月
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

４
月
24
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
第
１
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

４
月
25
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

５
月
１
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
４
月
24
日（
火
）〜

27
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

４
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

４
月
15
日（
日
）  

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

４
月
５
、
12
、
19
、
26
日

　５
月
10
、
17
、
24
、
31
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

■日 

４
月
12
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
約
票
発
行
、

健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

行
政
相
談

調
停
相
談

法
律
・
登
記
相
談

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

成
年
後
見
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
い
セ
ン
タ
ー

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

講
座
・
教
室

平
成
30
年
度
固
定
資
産
縦
覧・閲
覧

第
42
回
さ
く
ら
祭
り

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

相

　談

糖
尿
病
教
室

綾
部
市
民
総
合
体
育
大
会
開
会
式
兼

第
66
回
四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

入
園
式
・
入
学
式

喫
茶
シ
ボ
ラ

催
し
な
ど

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

無
料
開
放

本
庁
舎

窓
口
延
長

第
35
回
綾
部
市
美
術
展

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談
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３月６日には受領式を行い、市から感謝状を贈呈しました。

　国内最大級の望遠鏡を備え、多彩なイベントや工作
教室を開催するなど、生涯学習の場として多くの人が
訪れる市天文館。館内の展示機器２台をリニューアル
し、３月６日から利用を開始しました。

より魅力ある施設に

天文館展示機器
リニューアル
天文館展示機器
リニューアル

　　　　フィットネスバイクを利用した
　体験型の展示機器。ペダルをこぐと、宇宙
空間を旅するような映像世界を体験できます。
タッチパネルには宇宙飛行士に扮したまゆピー
が登場！
　天体について学
びながら、ゴール
を目指します。

スペースサイクリング星占いと星座の世界
　タッチパネルで誕生
日を入力すると、誕生星
座別の性格や相性、その
日の運勢などが占えます。
運勢は毎日変わるので、
どんな結果が出るかお楽
しみに！また、星座にま
つわる神話も分かりやす
く解説します。

結
果は印刷できる

よ！

48

企業版
ふるさと納税を活用

企業版
ふるさと納税を活用
　「星占いと星座の世界」の
整備には、本市で初めての企業
版ふるさと納税を活用。綾部に
ゆかりのある、神栄株式会社と
　神栄テクノロジー株式会社
　　 から寄付いただきま
　　　　した。

企業版
ふるさと納税
企業版

ふるさと納税
　内閣府の認定を受けた
地方創生プロジェクトに寄
 付した企業に対し、税額
　控除の特別措置がされ
　　るもの。

　　　ルートは
　 太陽系と天の川銀河、
　宇宙全体の３つから選べるよ。
さあ、まゆピーと一緒に宇宙へ
 冒険の旅に出掛けよう！

第749号第749号 33

市政運営方針 2
綾部中、八田中に給食室 4
平成30年度国保料 5
あやべ観光写真コンテスト 6

今月の
表紙

みんなで元気に
「はっけよい」
園関係者の紹介で平成25年から交流を続け
ている、春日野部屋の力士３人が来園。園
児や地域の人と、もちつきや相撲体験など
で触れ合いました。
２月28日、十倉名畑町の綾東こども園で―。

平成30（2018）年平成30（2018）年






